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条
例
や
補
正
予
算
な
ど
39
件
を
可
決

条

例
　
（
原
案
可
決
）

・
石
巻
市
地
域
公
共
交
通
運
賃
協
議
会
条
例

・
令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
伴
う
石
巻
市
介
護
保
険
料
の
減
免

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
信
頼
さ
れ
る
市
政
の
た
め
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
条
例

・
石
巻
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
健
康
づ
く
り
パ
ー
ク
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
生
活
改
善
施
設
等
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
石
巻
市
損
失
補
償
契
約
に
係
る
回
収
納
付
金
を
受
け
取
る
権

利
の
放
棄
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
地
区
計
画
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
３
日
か

ら
18
日
ま
で
の
16
日
間
の
日
程
で
開
催
し
、
市

長
提
出
議
案
38
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
を

審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

第
４
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

予

算
　
（
原
案
可
決
）

・
令
和
６
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
令
和
６
年
度
石
巻
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
２
号
）

・
令
和
６
年
度
石
巻
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
令
和
６
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

・
令
和
６
年
度
石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
令
和
６
年
度
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）

・
令
和
６
年
度
石
巻
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）

・
令
和
６
年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
令
和
６
年
度
石
巻
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

そ
の
他
　
（
原
案
可
決
）

・
石
巻
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　　
（
石
巻
市
道
の
駅「
上
品
の
郷
」）

　　
（
石
巻
市
総
合
運
動
公
園
）

　　
（
石
巻
市
か
な
ん
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）

　　
（
石
巻
市
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
パ
ー
ク
）

第４回定例会

▲遠藤宏昭 議長

▲西條正昭 副議長

　　
（
石
巻
市
営
水
押
住
宅
等
）

　　
（
石
巻
市
複
合
文
化
施
設
）

　　
（
石
巻
市
河
北
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　　
（
石
巻
市
多
目
的
ふ
れ
あ
い
交
流
施
設
遊
楽
館
）

・
石
巻
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

・
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
の
契
約
締
結
に
つ
い
て

　　
（
東
中
瀬
橋
橋
梁
下
部
工
新
設（
そ
の
３
）工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　　
（
須
江
小
学
校
屋
内
運
動
場
・
水
泳
プ
ー
ル
改
築
工
事
）

・
公
有
水
面
埋
立
に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て

・
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て

・
字
の
区
域
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
第
１
２
５
号
議
案
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て（
石
巻
市

複
合
文
化
施
設
）、
第
１
２
６
号
議
案
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て（
石
巻
市
河
北
総
合
セ
ン
タ
ー
）及
び
第
１
２
７
号

議
案
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て（
石
巻
市
多
目
的
ふ
れ

あ
い
交
流
施
設
遊
楽
館
）に
対
す
る
附
帯
決
議

委
員
会
提
出
議
案
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◆石巻市地域公共交通運賃協議会条例
　これまで道路運送法の規定により石巻市地域公共交通活性化協議会において協議を行っていた住民バス等の運
賃および料金について、独占禁止法上のカルテルに当たるとの疑義が生じないようにする観点から、昨年10月に
道路運送法が改正され、協議方法が見直されたことに伴い、運賃等の協議に特化した新たな協議会を設置するた
め、本条例を制定するもの。
◆信頼される市政のためのコンプライアンス条例
　本市の下水道工事に係る官製談合事件を受け、再発防止策の一つとして、公益通報制度の見直しおよび市政の
信頼回復とコンプライアンス推進体制の再構築を図るため、現行条例の全部を改正するもの。
　見直しの内容については、内部公益通報に係る通報者の範囲拡大、匿名通報の受付、外部受付窓口の設置のほか、
外部の労働者等から通報を受け付ける外部公益通報窓口を設置し、併せて公正な職務の遂行を損なう特定要求行
為に関する対応について新たに規定するもの。
◆石巻市健康づくりパーク条例の一部を改正する条例
　高齢者等の健康増進と地域コミュニティの醸成を図ることを目的として、石巻市立渡波中学校および石巻市立
女子商業高等学校跡地に整備を進めてきた渡波地区健康づくりパークについて、土地の登記により当該用地に地
番が付番されたことに伴い、位置の表示を改めるため、本条例の一部を改正するもの。
◆石巻市地区計画区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例
　大橋地区の市有地および県有地の土地利用計画の見直しにより、都市計画法に基づく大橋地区計画を変更した
ほか、蛇田西部地区における用途地域の一部変更により、同法に基づく蛇田西部地区計画を変更したことに伴い、
それぞれの地区における建築物の制限を変更するため、本条例の一部を改正するもの。

可決した補正予算から

◆総務費では
・防災集団移転団地等の一般分譲および貸付に伴う
国庫返還金� ２，９２８万円
・がんばる石巻応援寄付金の増加に伴う返礼品等関
係経費の増額� １億９，１６０万円
・電気通信事業者の電柱移設等に伴う光ファイバー
ケーブルの移設修繕経費の増額� ８００万円
・がんばる石巻応援基金費積立金
� ３億８，３２７万円
◆民生費では
・国が定める公定価格の増額改定等に伴う私立認可
保育所等運営費の増額� ９，０００万円

・児童手当制度改正に伴う児童手当費の増額
� ５，０４０万円
・私立認可保育施設に対する国の給付制度の改正に
伴うシステム改修経費および公定価格の増額改定
等に伴う指定管理料の増額� ７０９万円

・障害児通所給付サービスの利用件数増加に伴う障
害児通所給付費の増額� １億２，９５１万円
◆衛生費では
・石巻広域クリーンセンターの光熱水費の増加のほ
か、事業費の整理に伴う石巻地区広域行政事務組
合負担金の増額� ９，５８１万円
◆土木費では
・尾の崎海岸線の改良に要する経費
� ５，０００万円
◆消防費では
・消火栓設置に係る石巻地方広域水道企業団への工
事負担金の増額� ６７６万円

◆教育費では
・旧石巻ハリストス正教会教会堂の外構環境整備に
要する経費� ２，２２０万円

第４回定例会で可決した議案の中から主な内容を紹介します

可決した条例から

　令和６年度一般会計補正予算（第３号）は、がんばる石巻応援寄付金の増加に伴い必要となる返礼品等の経費の
ほか、旧石巻ハリストス正教会教会堂の外構環境整備に要する経費等を措置したもの。
　令和６年度一般会計補正予算（第４号）は、人事院勧告に基づく職員給与の改定および職員の異動等に伴う人件
費などの整理に要する所要額を措置したもの。
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各
常
任
委
員
会
審
査
報
告

　
　
　
　

外
部
公
益
通
報
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　

匿
名
の
外
部
公
益
通
報
に
つ
い
て

は
、
真
実
性
が
客
観
的
に
証
明
で

き
る
場
合
に
限
っ
て
取
り
扱
う
こ
と
と
し
、

審
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

匿
名
の
外
部
公
益
通
報
を
不
受
理

と
し
た
場
合
に
お
け
る
受
理
し
た

通
報
と
の
公
平
性
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

地
域
情
報
化
推
進
関
係
費
の
内
容

お
よ
び
市
内
全
体
の
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル
網
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

市
内
全
体
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー

ブ
ル
お
よ
び
電
柱
の
移
設
を
行
う

も
の
で
あ
り
、
実
施
規
模
の
大
き
い
主
な
地

区
は
、
小
積
浜
地
区
、
横
川
地
区
で
あ
る
。

　

ま
た
、
通
信
網
は
行
政
用
通
信
網
と
地
域

情
報
通
信
網
の
２
つ
が
あ
り
、
行
政
用
通
信

網
に
つ
い
て
は
、
本
庁
、
総
合
支
所
、
公
民

館
、
学
校
等
の
公
共
施
設
を
結
ぶ
も
の
で
、

地
域
情
報
通
信
網
に
つ
い
て
は
、
採
算
性
の

問
題
か
ら
民
間
事
業
者
の
参
入
が
困
難
な
地

域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
整
備
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に

貸
与
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
に
参
加
す
る
企
業

の
割
合
お
よ
び
参
加
事
業
者
を
増

や
す
た
め
の
手
法
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

指
定
管
理
者
を
公
募
に
し
た
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

県
内
に
石
巻
市
複
合
文
化
施
設
と

同
規
模
の
施
設
で
指
定
管
理
の
公

募
を
行
っ
て
い
る
事
例
が
あ
り
、
教
育
委
員

会
内
部
で
協
議
し
た
結
果
、
公
募
に
至
っ
た
。

　
　
　
　

募
集
要
項
の
中
で
、
応
募
団
体
を

「
宮
城
県
に
主
た
る
事
務
所
（
法

人
で
は
本
社
機
能
）
を
有
す
る
団
体
」
と
し

た
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

本
市
の
み
に
し
た
場
合
、
応
募
す

る
事
業
者
が
限
ら
れ
、
県
内
の
事

業
者
と
す
る
こ
と
で
、
実
際
に
他
の
指
定
管

理
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
の
知
見
が
期
待
で

き
る
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
　

新
し
い
指
定
管
理
者
に
対
す
る
本

市
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

指
定
管
理
者
と
の
基
本
協
定
の
中

に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支

　
　
　
　

旧
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
修
復
工
事

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

石
ノ
森
萬
画
館
側
の
歩
道
か
ら
旧

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
教
会
堂
に
入

れ
る
よ
う
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
キ
ン
グ
を
整
備
し
、
周
辺
に
つ
い
て
も
芝

生
や
低
木
を
植
え
、
中
瀬
地
区
の
景
観
と
一

体
化
さ
せ
る
。

　
　
　
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
よ

る
証
明
書
の
申
請
件
数
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　

昨
年
11
月
に
開
始
し
た
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
の
住
民

票
の
写
し
の
申
請
実
績
は
９
件
で
あ
り
、
ま

だ
市
民
の
認
知
度
が
低
い
た
め
、
利
用
拡
大

に
向
け
て
周
知
を
徹
底
す
る
。

　
　
　
　
印
鑑
登
録
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
に
よ
る
取
り
組
み
は
、
他
自
治

体
と
比
較
し
て
先
駆
け
の
取
り
組
み
な
の
か

伺
う
。

　
　
　
　

県
内
で
は
４
番
目
の
取
り
組
み
で

あ
る
。

　

12
月
４
日
の
本
会
議
で
、
条
例
や
補

正
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
各

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
さ
れ
た
こ
と
の
中
か
ら
い
く
つ

か
の
質
疑
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま

す
。条

例
・
補
正
予
算
等
審
査

総
務
企
画
委
員
会

山口荘一郎　委員長

信
頼
さ
れ
る
市
政
の
た
め
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
条
例

令
和
６
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て（
石
巻
市

複
合
文
化
施
設
、
石
巻
市
河
北
総
合
セ
ン

タ
ー
、
石
巻
市
多
目
的
ふ
れ
あ
い
交
流
施

設
遊
楽
館
）

環
境
教
育
委
員
会

石
巻
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
６
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
　
　
　

事
務
局
で
受
理
し
た
通
報
は
、
市

が
権
限
を
有
す
る
処
分
、
勧
告
等

を
担
当
す
る
所
管
課
に
お
い
て
受
理
ま
た
は

不
受
理
を
決
定
す
る
た
め
、
通
報
様
式
を
定

め
周
知
す
る
な
ど
通
報
者
に
丁
寧
な
説
明
を

す
る
。

　
　
　
　

特
定
要
求
行
為
の
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

守
秘
義
務
に
該
当
す
る
情
報
の
た

め
開
示
で
き
な
い
こ
と
を
説
明
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
別
に
情
報
提

供
を
求
め
る
こ
と
や
、
特
定
の
職
員
の
人
事

に
関
す
る
要
求
な
ど
、
公
正
な
職
務
の
遂
行

を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
で
あ
る
。

　
　
　
　

市
内
の
事
業
者
約
６
千
社
の
う
ち
、

参
加
可
能
な
事
業
者
は
約
３
２
０

０
社
あ
り
、
そ
の
５
％
ほ
ど
の
１
７
８
社
が

現
在
参
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
積
極
的
に
個
別
訪
問
を
実
施
し
メ

リ
ッ
ト
等
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
な
ど
、

参
加
事
業
者
を
増
や
し
た
い
。

千葉正幸　委員長
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反
対
討
論
（
西
條
正
昭
委
員
）

　

市
当
局
の
答
弁
が
真
摯
に
行
わ
れ
、
全
員

賛
成
で
可
決
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
附
帯
決
議

案
に
反
対
す
る
。

　
　
　
　

減
免
し
た
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　

令
和
元
年
度
は
５
４
０
件
で
約
８

０
０
万
円
、
令
和
２
年
度
は
５
８

０
件
で
約
８
４
０
万
円
の
減
免
額
で
あ
る
。

　
　
　
　

回
収
納
付
金
を
受
け
取
る
権
利
を

放
棄
し
た
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
条
例
に
基
づ
い
て
権
利

を
放
棄
し
た
事
例
は
な
い
。

　
　
　
　

大
橋
地
区
に
関
す
る
改
正
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

大
橋
地
区
の
市
有
地
と
県
有
地
の

う
ち
、
市
有
地
は
消
防
庁
舎
や
今

後
整
備
予
定
の
保
育
施
設
等
で
土
地
利
用
が

決
ま
っ
て
い
る
が
、
県
有
地
に
つ
い
て
、
住

宅
の
建
築
な
ど
を
可
能
と
す
る
改
正
で
あ

り
、
そ
の
活
用
方
法
は
県
で
検
討
さ
れ
る
。

　
　
　
　

今
後
の
民
間
保
育
所
へ
の
移
行
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

人
口
の
減
少
や
一
部
地
域
で
は
採

算
が
取
れ
な
い
と
い
っ
た
背
景
か

　
　
　
　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
生
活
支
援
事

業
費
に
お
い
て
、
現
在
の
避
難
者

数
お
よ
び
当
該
避
難
者
へ
の
支
援
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　

令
和
４
年
度
か
ら
現
在
ま
で
、
２

世
帯
３
名
が
避
難
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
世
帯
の
支
援
基
準
と
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
２
世
帯
に
生
活
費
等

を
支
援
し
て
い
る
。

　
　
　
　

住
宅
供
給
公
社
の
職
員
数
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
　

管
轄
と
な
る
東
部
支
社
の
職
員
約

40
人
の
ほ
か
、
本
社
で
関
わ
っ
て
い

る
職
員
を
合
わ
せ
る
と
、
約
60
人
で
あ
る
。

　
　
　
　

住
宅
供
給
公
社
と
の
連
携
お
よ
び

窓
口
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

公
社
と
は
疑
義
が
生
じ
た
場
合

や
、
毎
月
の
定
例
会
議
に
お
い
て
、

業
務
の
実
施
状
況
や
維
持
管
理
状
況
、
懸
案

事
項
等
に
つ
い
て
協
議
や
情
報
共
有
を
行
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
窓
口
対
応
に
つ
い
て
は
、
関
係
法

令
に
基
づ
き
手
続
を
行
っ
て
い
る
が
、
誤
解

が
生
じ
な
い
よ
う
丁
寧
に
対
応
し
、
市
と
公

社
で
回
答
の
異
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
連

携
し
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　

渡
波
地
区
健
康
づ
く
り
パ
ー
ク
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

12
月
１
日
の
供
用
開
始
か
ら
12
月

６
日
ま
で
に
、
約
４
０
０
人
の
利

用
が
あ
っ
た
。

保
健
福
祉
委
員
会

令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
伴
う
石
巻
市
介

護
保
険
料
の
減
免
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

石
巻
市
損
失
補
償
契
約
に
係
る
回
収
納
付

金
を
受
け
取
る
権
利
の
放
棄
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

石
巻
市
地
区
計
画
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

石
巻
市
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

令
和
６
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て（
石
巻
市

営
水
押
住
宅
等
）

石
巻
市
健
康
づ
く
り
パ
ー
ク
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

産
業
建
設
委
員
会

障
が
あ
る
場
合
の
市
の
対
応
規
定
を
設
け
る

こ
と
や
、
現
在
本
市
で
進
め
て
い
る
指
定
管

理
者
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
施
設
利
用

者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ

と
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　

指
定
管
理
者
の
募
集
要
項
に
、
入

札
参
加
資
格
登
録
の
要
件
を
記
載

し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２
の

規
定
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
の
指

定
は
行
政
処
分
で
あ
り
、
入
札
と
は
異
な
る

た
め
で
あ
る
。

附
帯
決
議
案
の
提
出

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
当
た
り
、
３
施
設

の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
、
次
の
２
点
を
申

し
添
え
る
。

１　

石
巻
市
は
、
今
後
滞
り
な
く
運
営
業
務

が
で
き
る
よ
う
、
指
定
管
理
者
と
の
連
携
を

密
に
し
、
職
場
環
境
の
充
実
が
図
れ
る
よ
う

指
導
・
助
言
を
行
う
こ
と
。

２　

石
巻
市
、
指
定
管
理
者
及
び
公
益
財
団

法
人
石
巻
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
は
、
財
団

職
員
の
雇
用
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
努
力

を
す
る
こ
と
。

賛
成
討
論
（
原
田
豊
委
員
）

　

附
帯
決
議
は
事
業
に
対
し
て
要
望
や
留
意

事
項
と
し
て
付
す
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
来

年
度
か
ら
始
ま
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
制
度
の
正

確
性
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
附
帯
決
議
案
に

賛
成
す
る
。

採　
決　
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

ら
、
今
後
は
（
仮
称
）
大
橋
保
育
園
の
民
間

設
置
を
最
後
に
、
民
間
保
育
所
へ
の
移
行
は

終
了
す
る
。

反
対
討
論
（
我
妻
久
美
子
副
委
員
長
）

　

選
定
委
員
会
委
員
が
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
し
っ

か
り
と
審
査
し
て
い
る
の
で
、
１
つ
の
団
体

に
対
し
、
議
会
か
ら
職
場
環
境
の
充
実
を
促

す
こ
と
に
疑
問
が
あ
る
。
ま
た
、
指
定
管
理

予
定
者
よ
り
財
団
職
員
の
継
続
雇
用
の
提
案

が
あ
り
、
既
に
３
者
が
努
力
し
て
い
る
た

め
、
附
帯
決
議
案
に
反
対
す
る
。

鈴木良広　委員長

星雅俊　委員長
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一般質問通告一覧（質問順）
⑫渡辺　拓朗　（公明会）
１　こどもの「体験格差」について
２　行財政改革について

⑬我妻　久美子　（石巻颯の会）
１　本市の教育環境について

⑭都甲　マリ子　（日高見会）
１　リニューアルオープンした慶長使節船ミュージアム「サ
ン・ファン館」の本市における活用について

２　安心な市民生活を維持するための施策について

⑮星　　雅俊　（日高見会）
１　中心市街地のまちづくりについて
２　市民が安全に暮らせるまちづくりについて
３　行財政運営について

⑯宇都宮　弘和　（石巻颯の会）
１　家畜伝染病に伴う行政の対応について
２　住み続けたい街・街の幸福度について

⑰阿部　正敏　（石巻颯の会）
１　石巻市が進めようとしている災害時における避難行動に
ついて今後、地域住民とどのように理解を深めていくか
について

２　石巻鮎川線における原発からの避難道整備について

⑱楯石　光弘　（日高見会）
１　感染症時代の健幸づくりについて
２　新たな、いしのまき復興マラソンについて

⑲髙橋　憲悦　（石巻市民クラブ）
１　石巻の特性を活かした産業振興について
２　市民の財産である職員の意識改革について

⑳谷　　祐輔　（石巻颯の会）
１　障害がある方への就労支援の充実と拡充について
２　若者の居場所支援の拡充について
３　子どもの豊かな学びと教育環境について

㉑後藤　兼位　（石巻颯の会）
１　行財政運営について

㉒阿部　久一　（ニュー石巻）
１　空き家と福祉に対応するまちづくりについて
２　集落支援員制度の導入について

①阿部　浩章　（ニュー石巻）
１　これまでの市政運営と次期市長選挙について
２　雄勝地区の諸課題について
３　地域共生社会の現状と課題について

②阿部　和芳　（日高見会）
１　市長の政治姿勢について

③齋藤　澄子　（無会派）
１　子ども達へのインフルエンザ予防接種助成について
２　不登校、引きこもり支援について
３　女川原子力発電所２号機の再稼働について

④木村　美輝　（石巻あかつきの会）
１　石巻市の人口の推移について
２　石巻市立病院の現状と課題について
３　部活動の地域移行の現状と課題について
４　女川原子力発電所の再稼働の安全対策とエネルギー対策
について

⑤櫻田　誠子　（公明会）
１　選挙投票について
２　防災・避難について
３　鹿又地区の未整備の水路について
４　子宮頸がんワクチンキャッチアップ接種の期間延長について

⑥勝又　和宣　（石巻あかつきの会）
１　石巻駅前タクシープールの活用について
２　公共施設維持管理について
３　石巻市の地域活性化について

⑦原田　　豊　（石巻あかつきの会）
１　ＡＬＰＳ処理水について
２　中瀬公園整備事業について
３　災害対応について

⑧早川　俊弘　（ニュー石巻）
１　ごみ収集について
２　学校施設の老朽化について
３　地元企業への就職状況について
４　地域交通の利便性向上について

⑨鈴木　良広　（公明会）
１　東部地域の展望について
２　避難所環境の課題について

⑩丹野　　清　（ニュー石巻）
１　保健・福祉における課題について
２　渡波地区の諸課題について

⑪大森　秀一　（石巻市民クラブ）
１　小・中学校統合計画について
２　齋藤市政（１期目）の総括について
３　観光大使について

議員22人が登壇

市政を問う!
一 般 質 問 　第４回定例会の一般質問は、22人の議員が

市政全般にわたり市当局の見解をただし、政策
提言を行いました。
　その中から、いくつかの質問と答弁の要旨を
紹介します。
　なお、このコーナーは質問を行った議員自ら
が、市当局の答弁に基づき記事の編集を行って
います。
　議論の様子は、録画映像でもご覧になれます。
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一般質問
問　
令
和
７
年
春
の
市
長
選
挙
へ
の
出
馬
の
考
え
方
を
伺
う
。

答　
「
全
て
の
市
民
が
住
む
こ
と
に
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
オ
ー
ル
市
民
で
実
現
す
る
た
め
、
出
馬
を
表
明
す
る
。

問　
雄
勝
地
区
内
漁
港
の
照
明
は
、
不
具
合
も
生
じ
て
お
り
、
転

落
事
故
や
盗
難
防
止
の
た
め
、
今
後
、
恒
久
的
整
備
を
ど
う
考

え
る
か
。

答　

恒
久
的
整
備
方
針
を
検
討
し
て
お
り
、
臨
港
道
路
内
は
市
で

整
備
し
、
作
業
場
等
必
要
な
照
明
は
、
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か

を
今
後
、
漁
協
お
よ
び
漁
業
関
係
者
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問　
県
道
釜
谷
大
須
雄
勝
線
の
尾
の
崎
―
名
振
間
は
、
宮
城
県
に

何
度
も
要
望
し
て
い
る
が
、
40
年
以
上
過
ぎ
て
も
、
未
着
手
で

あ
る
。
今
般
の
原
発
再
稼
働
に
加
え
、
緊
急
時
の
安
全
確
保
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
打
開
策
と
し
て
、
例
え
ば
、「
石
巻
市
雄

勝
町
国
道
県
道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
」
を
中
心
と
し
て
、
宮

城
県
、
県
議
会
・
市
議
会
議
員
お
よ
び
関
係
者
を
一
同
に
介
し

た
「
現
地
勉
強
会
等
」
を
開
催
し
、
課
題
認
識
を
深
め
る
必
要

は
な
い
か
。

答　

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
認
識
共
有
が
大
変
重
要
と
考
え
る
。

要
望
に
加
え
、
新
た
に
一
同
に
介
し
た
現
場
見
学
等
を
継
続
す

る
よ
う
、
当
該
同
盟
会
を
中
心
に
連
携
し
て
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
）
の
社
会
福
祉
協

議
会
の
中
で
の
位
置
付
け
、
役
割
お
よ
び
処
遇
は
い
か
が
か
。

答　

Ｃ
Ｓ
Ｃ
は
、
地
域
の
方
々
と
直
接
関
わ
る
な
ど
、
行
政
で
は

行
き
届
か
な
い
部
分
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
Ｃ
Ｓ

Ｃ
で
活
用
す
る
国
の
交
付
金
は
、
来
年
度
交
付
終
了
と
な
る
が
、

引
き
続
き
事
業
費
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

阿部　浩章
議員

ニュー石巻

阿部　和芳
議員

日高見会

問　
行
政
視
察
で
能
登
町
へ
行
く
途
中
の
道
路
は
未
だ
整
備
が
遅

れ
が
ち
だ
っ
た
が
、
似
た
地
形
の
牡
鹿
半
島
道
路
に
つ
い
て
市

長
の
所
見
を
伺
う
。

答　

改
め
て
命
を
守
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
道
路
整
備
の
重
要

性
を
痛
感
し
た
。

問　
風
越
道
路
桃
浦
３
期
工
区
の
桃
浦
地
区
沿
岸
部
を
高
盛
り
土

で
実
施
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
検
討
を
願
い
、
従
来
よ
り
も
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
か
伺
う
。

答　

沿
道
の
土
地
利
用
や
接
続
す
る
市
道
と
ア
ク
セ
ス
性
な
ど
総

合
的
に
判
断
し
決
定
す
る
。

問　
桃
浦
ま
で
の
第
２
ト
ン
ネ
ル
に
続
き
、
荻
浜
・
小
積
浜
へ
の

第
３
ト
ン
ネ
ル
の
次
期
計
画
要
望
が
想
定
外
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
べ
き
だ
が
伺
う
。

答　

地
域
の
皆
様
と
一
体
と
な
り
、
今
後
も
強
く
要
望
す
る
。

問　
「
渡
波
地
区
新
た
な
津
波
避
難
対
策
検
討
協
議
会
」
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で
車
避
難
が
半
数
以
上
を
占
め
た
が
、
理
想
だ
け

で
は
な
く
現
実
問
題
と
し
て
、
車
避
難
の
在
り
方
や
避
難
道
整

備
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
併
せ
て

避
難
所
も
。

答　

道
路
整
備
に
は
限
界
が
あ
る
。
地
域
の
住
民
と
一
緒
に
防
災

計
画
の
作
成
に
取
り
組
む
。
避
難
所
も
同
様
。

問　
命
を
守
る
道
は
重
要
で
生
活
・
経
済
も
大
き
く
変
え
る
。
不

動
町
や
湊
地
区
の
買
い
物
難
民
解
消
へ
よ
り
よ
い
対
応
を
願

う
。
ま
た
、
震
災
遺
構
大
川
小
学
校
の
柱
が
壊
れ
て
お
り
、
早

急
に
対
応
す
べ
き
で
は
。

答　

存
置
保
存
で
良
い
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
復
興
住
宅
の
ペ
ッ
ト
の
事
例
、
情
報
を
提
出
し
互
助
会
に
入

る
こ
と
を
入
居
条
件
と
し
て
は
。
民
間
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア

ニ
マ
ル
ク
ラ
ブ
石
巻
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
行
政
と
し
て

し
っ
か
り
と
リ
ー
ド
し
、
命
を
守
る
必
要
が
あ
る
。

子
ど
も
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成
に
つ

い
て

問　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
同
じ
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
も
１
５

０
０
円
で
接
種
で
き
な
い
か
。

答　

相
当
の
財
政
負
担
を
伴
う
の
で
難
し
い
。

問　
ま
ず
は
受
験
生
、
中
学
３
年
生
を
対
象
に
で
き
な
い
か
。

答　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
子
ど
も
た
ち
の
将
来
に
対

す
る
有
用
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

学
校
へ
と
出
向
く
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
生
徒
、
引

き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

問　
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
等
で
支
援
を
受
け
て
い
る
ほ
か
、
教
員
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
が
家
庭
訪
問
を
実
施
。
引
き
こ
も
り
相
談
と

し
て
県
が
専
門
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。
市
民
の
方
が
相

談
で
き
る
体
制
を
県
、
関
係
機
関
と
連
携
し
支
援
が
行
き
届
く

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

女
川
原
発
２
号
機
の
再
稼
働
に
つ
い
て

問　
度
重
な
る
不
祥
事
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

基
本
的
な
作
業
が
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
市

民
に
不
信
感
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
大
変
遺
憾
だ
。
東
北
電
力

に
再
発
防
止
の
徹
底
を
す
る
と
と
も
に
地
域
住
民
に
対
し
丁
寧

な
説
明
や
情
報
発
信
を
果
た
し
て
い
く
よ
う
強
く
求
め
て
い

る
。

問　
住
民
合
意
を
図
ら
な
い
限
り
乾
式
貯
蔵
施
設
建
設
に
合
意
す

べ
き
で
は
な
い
。

答　

原
子
力
規
制
委
員
会
で
安
全
性
等
を
含
め
た
適
合
性
審
査
が

行
わ
れ
て
い
る
状
況
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
判
断
す
る
。

齋藤　澄子
議員

無会派
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一般質問

石
巻
駅
前
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
の
活
用
に
つ
い
て

問　
一
般
車
両
の
混
雑
状
況
に
対
し
て
、
宮
城
県
タ
ク
シ
ー
協
会

石
巻
支
部
と
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
の
効
率
的
な
運
用
に
向
け
、
歩

み
寄
っ
た
協
議
を
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

答　

混
雑
は
認
識
し
て
お
り
、
先
日
石
巻
駅
前
交
番
に
市
役
所
立

体
駐
車
場
へ
の
誘
導
を
お
願
い
し
た
。
宮
城
県
タ
ク
シ
ー
協
会

石
巻
支
部
に
も
周
知
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
混
雑
解
消
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

公
共
施
設
維
持
管
理
に
つ
い
て

問　
行
政
庁
舎
、
消
防
団
詰
所
・
ポ
ン
プ
場
置
場
等
、
災
害
時
に

必
要
な
施
設
、
耐
震
診
断
義
務
付
け
以
外
の
公
共
施
設
に
対
し

て
の
耐
震
診
断
も
必
要
だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

答　

過
去
に
耐
震
診
断
の
実
施
調
査
を
限
定
し
て
行
っ
て
い
る

が
、
特
に
災
害
発
生
時
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
施
設
に
お
い

て
、
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
上
で
も
不
可
欠
で
あ
る
の
で
、

耐
震
診
断
の
実
施
状
況
含
め
、
現
状
把
握
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

問　
避
難
路
沿
道
に
あ
る
民
間
施
設
等
の
建
築
物
耐
震
診
断
の
情

報
収
集
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

石
巻
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
改
定
が
あ
る
た
め
、
そ
の
際

に
調
査
お
よ
び
情
報
収
集
し
て
い
く
。
調
査
結
果
を
計
画
に
盛

り
込
ん
で
所
有
者
に
耐
震
改
修
の
必
要
性
を
通
知
し
て
い
く
。

石
巻
市
の
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

問　
今
後
、
多
文
化
共
生
の
担
い
手
の
育
成
支
援
が
必
要
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
を
次
の
世
代
へ
継
承
し
、
普
及
で

き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

選
挙
投
票
に
つ
い
て

問　
入
場
券
の
６
人
つ
づ
り
を
見
直
し
期
日
前
投
票
宣
誓
書
欄
を

設
け
る
べ
き
。

答　

入
場
券
へ
の
宣
誓
書
の
対
応
は
、
受
付
時
間
短
縮
や
事
務
簡

素
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
前
倒
し
の
方
向
で
進
め
た
い
。

問　
投
票
用
紙
の
訂
正
や
メ
モ
を
持
参
し
投
票
で
き
る
こ
と
等
分

か
ら
な
い
人
も
多
い
。
分
か
り
や
す
く
周
知
す
べ
き
。

答　

積
極
的
な
周
知
広
報
と
、
き
め
細
や
か
な
支
援
に
努
め
る
。

問　
投
票
所
に
行
け
な
い
高
齢
者
等
が
増
え
、
対
応
す
べ
き
。

答　

一
部
地
域
の
移
動
式
期
日
前
投
票
バ
ス
や
当
日
投
票
所
へ
の

移
動
支
援
の
ほ
か
、
全
市
的
な
支
援
制
度
と
し
て
検
討
す
る
。

防
災
・
避
難
に
つ
い
て

問　
防
災
訓
練
の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
で
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

日
頃
か
ら
の
し
つ
け
。
ペ
ッ
ト
の
非
常
用
持
ち
出
し
品
の
確

認
。
同
行
避
難
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
作
成
し
周
知
す
る
。

問　
鹿
妻
地
区
住
民
か
ら
避
難
の
際
高
台
が
遠
く
、
鹿
妻
市
営
住

宅
を
避
難
場
所
に
と
要
望
が
あ
る
。

答　

地
域
に
お
け
る
避
難
ル
ー
ル
を
含
め
活
用
を
検
討
す
る
。

問　
視
覚
障
が
い
者
向
け
の
、
耳
で
聴
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
導

入
を
推
進
す
べ
き
。

答　

視
覚
障
が
い
者
の
安
全
安
心
の
た
め
、
宮
城
県
で
の
導
入
実

現
に
向
け
関
係
部
署
に
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。

鹿
又
地
区
の
未
整
備
水
路
に
つ
い
て

問　
未
整
備
水
路
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
確
保
の
た
め
、
継
続
し
て
早
期
に

解
消
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
期

間
延
長
に
つ
い
て

問　
期
間
延
長
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

今
年
度
中
に
１
回
接
種
済
み
が
対
象
。
周
知
の
た
め
個
別
通

知
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
周
知
啓
発
に
努
め
る
。

勝又　和宣
議員

石巻あかつきの会

櫻田　誠子
議員

公明会

木村　美輝
議員

石巻あかつきの会

人
口
の
推
移
に
つ
い
て

問　
石
巻
市
の
人
口
の
推
移
と
出
生
数
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

人
口
は
合
併
当
初
よ
り
３
万
７
７
７
１
人
減
少
、
出
生
数
は

合
併
当
初
の
約
半
分
の
６
０
１
人
。

問　
人
口
減
少
対
策
は
急
務
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答　

本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
出
会
い
か
ら
結
婚
、
妊
娠
、

出
産
、
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
講
じ
て
き
た
。
若
者
と
の
意
見
交
換
等
に
参
加
し
、
ご

意
見
等
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
施
策
展
開
に
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
出
会
い
の
場
に
も
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

石
巻
市
立
病
院
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

問　
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

患
者
数
は
徐
々
に
増
加
し
、
医
業
収
支
も
改
善
し
て
き
て
い

る
。
物
価
高
騰
に
よ
り
経
費
の
縮
減
・
抑
制
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

問　
紹
介
状
が
な
く
て
も
市
立
病
院
で
の
診
療
が
可
能
か
伺
う
。

答　

内
科
、
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
お
よ
び
眼
科
に
お
い
て
は
、
紹

介
状
な
し
で
診
療
が
可
能
。
整
形
外
科
は
医
師
数
の
関
係
も
あ

り
手
術
が
中
心
と
な
る
た
め
、
紹
介
状
の
持
参
が
必
要
。
皮
膚

科
は
、
予
約
制
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
他
医
療
機
関
で
治
療
中

の
場
合
は
、
治
療
計
画
に
役
立
て
る
た
め
、
紹
介
状
の
持
参
を

お
願
い
す
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

問　
地
域
の
広
さ
や
指
導
者
確
保
、
送
迎
や
会
費
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
る
が
、
教
育
長
と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

答　

多
く
の
課
題
が
あ
る
が
、
子
ど
も
た
ち
が
混
乱
し
な
い
よ
う
、

平
日
の
部
活
動
は
当
面
の
間
は
実
施
す
る
。
さ
ら
に
、
地
域
性

を
考
慮
し
議
論
す
る
。

問　
石
巻
市
と
し
て
の
課
題
を
国
や
県
に
伝
え
て
ほ
し
い
。
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一般質問

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
に
つ
い
て

問　

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
放
出
か
ら
１
年
４
カ
月
が
経
過
し
た

が
、
東
京
電
力
が
行
う
風
評
被
害
に
対
す
る
賠
償
状
況
を
伺
う
。

答　

東
京
電
力
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
11
月
27
日
時
点
で
全
国
か

ら
の
請
求
数
は
約
７
３
０
件
、
そ
の
う
ち
支
払
い
件
数
は
約
３

７
０
件
、
賠
償
金
額
は
約
４
６
０
億
円
。
本
市
に
設
置
さ
れ
た

相
談
窓
口
に
お
け
る
相
談
件
数
は
11
月
末
時
点
で
41
件
で
あ

り
、
主
に
水
産
加
工
業
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
で
あ
る
。

問　
申
請
し
た
が
音
沙
汰
が
な
い
、
賠
償
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な

い
、
企
業
努
力
で
国
内
流
通
さ
せ
売
り
上
げ
が
昨
年
と
同
等
と

な
っ
た
た
め
、
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
な
ど
東

京
電
力
は
要
件
を
拡
大
解
釈
し
、
出
し
渋
り
し
て
い
る
気
が
す

る
。
行
政
や
漁
協
に
相
談
は
来
て
い
る
か
伺
う
。

答　

水
産
課
は
じ
め
各
総
合
支
所
へ
相
談
は
来
て
い
な
い
。
宮
城

県
漁
協
へ
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
石
巻
地
区
支
所
や
表
浜
支
所

に
話
を
伺
う
と
、
海
外
輸
出
の
取
引
減
少
や
単
価
の
下
落
等
に

つ
い
て
の
相
談
は
あ
っ
た
。

問　
状
況
は
深
刻
だ
！　
我
々
議
会
も
市
長
も
職
員
も
終
わ
っ
た

こ
と
で
は
な
く
、
現
在
進
行
形
で
寄
り
添
い
続
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
市
長
の
考
え
を
問
う
。

答　

国
と
東
京
電
力
に
対
し
て
処
理
水
の
安
全
性
を
明
確
に
示

し
、
国
民
に
周
知
徹
底
を
図
り
な
が
ら
、
な
り
わ
い
と
し
て
の

水
産
業
を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
に
支
援
を
求
め
て
い
く
。

原田　　豊
議員

石巻あかつきの会

ニュー石巻

鈴木　良広
議員

公明会

東
部
地
域
の
展
望
に
つ
い
て

地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
い
て

問　
石
巻
魚
市
場
で
は
、
い
し
の
ま
き
大
漁
ま
つ
り
開
催
時
は
に

ぎ
わ
う
が
、
そ
れ
以
外
は
静
か
で
あ
る
。
ギ
ネ
ス
登
録
も
さ
れ

て
い
る
の
に
「
水
産
都
市
石
巻
」
と
し
て
は
寂
し
い
。
恒
常
的

な
に
ぎ
わ
い
の
場
と
し
て
民
間
事
業
者
と
協
力
し
、
活
気
あ
る

場
所
に
し
た
い
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

答　

市
場
の
観
光
地
化
に
つ
い
て
は
、
経
営
的
な
視
点
だ
け
で
な

く
、
施
設
整
備
や
集
客
な
ど
課
題
と
効
果
を
検
証
す
る
必
要
が

あ
る
。
今
後
、
民
間
事
業
者
の
機
運
が
高
ま
れ
ば
、
市
と
し
て

も
協
力
し
、
水
産
振
興
に
結
び
付
く
施
設
の
在
り
方
を
考
え
た

い
。

地
域
の
利
便
性
向
上
策
に
つ
い
て

問　
通
院
の
負
担
軽
減
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
考
え
る
。
市
立
病
院
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
行
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
患
者
数
の
推
移
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

11
月
ま
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
実
績
は
９
件
。
課
題
と
し
て

は
、
患
者
側
で
通
信
機
器
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
え
る

必
要
が
あ
る
こ
と
や
、
操
作
に
不
安
が
あ
る
患
者
の
場
合
、
家

族
の
同
席
が
必
要
な
場
合
な
ど
が
あ
る
。

渡
波
支
所
・
公
民
館
の
移
転
計
画
に
つ
い
て

問　
庁
舎
建
設
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
が
、
財
源
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

現
時
点
で
想
定
さ
れ
る
財
源
は
合
併
特
例
債
の
活
用
だ
が
、

他
の
事
業
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
建
設
に
活

用
で
き
る
補
助
金
な
ど
を
検
討
し
、
財
源
確
保
に
努
め
、
総
合

計
画
へ
の
位
置
付
け
等
を
含
め
検
討
し
た
い
。

石
巻
市
ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス
等
設
置
事
業
費
補
助
金

交
付
要
綱
に
つ
い
て

問　
高
騰
し
て
い
る
ご
み
集
積
所
設
置
費
用
に
対
す
る
補
助
額
の

見
解
を
伺
う
。

答　

市
民
が
使
い
や
す
い
補
助
内
容
へ
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

学
校
施
設
の
老
朽
化
に
つ
い
て

問　
市
内
の
小
中
学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
お
け
る
現
状
と
課

題
を
伺
う
。

答　

石
巻
市
学
校
施
設
整
備
保
全
計
画
に
基
づ
い
て
優
先
度
の
高

い
学
校
か
ら
進
め
て
い
く
。
集
中
的
な
整
備
推
進
へ
の
対
応
が

難
し
い
状
況
で
あ
る
。

問　
住
吉
小
学
校
、
中
里
小
学
校
、
開
北
小
学
校
の
３
校
統
廃
合

進
捗
状
況
を
伺
う
。

答　

保
護
者
や
地
域
住
民
の
方
々
な
ど
へ
基
礎
的
情
報
を
含
め
学

校
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
の
機
会
を
設
け
る
。

地
元
企
業
へ
の
就
職
状
況
に
つ
い
て

問　
地
元
企
業
が
石
巻
専
修
大
学
の
学
生
を
積
極
的
に
採
用
す
る

方
策
と
、
そ
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

石
巻
地
域
へ
就
職
し
た
学
生
の
割
合
は
３
年
間
の
平
均
で
１

割
程
度
で
あ
る
。「
み
や
ぎ
も
の
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ
」に
お
い
て
、

企
業
に
よ
る
講
演
会
や
企
業
説
明
会
、
さ
ら
に
、
企
業
見
学
会

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
進
め
ら
れ
る
。
本
市
に
定
住
し
、
地

元
企
業
に
就
職
し
た
学
生
を
対
象
に
奨
学
金
返
済
を
支
援
す
る

制
度
を
設
け
て
い
る
こ
と
を
周
知
す
る
。

地
域
交
通
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

問　
渡
波
・
鹿
妻
地
区
の
方
々
が
、
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
の
渡
波
稲
井

線
ト
ン
ネ
ル
を
通
行
し
、
石
巻
赤
十
字
病
院
に
向
か
う
バ
ス
路

線
を
週
１
回
ま
た
は
月
１
回
増
便
で
き
な
い
か
伺
う
。

答　

採
算
性
を
含
め
運
行
が
可
能
か
運
行
事
業
者
と
相
談
す
る
。

早川　俊弘
議員

ニュー石巻
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渡辺　拓朗
議員

公明会

子
ど
も
の
体
験
格
差
に
つ
い
て

問　
所
得
格
差
社
会
か
ら
多
様
な
体
験
の
機
会
が
子
ど
も
た
ち
か

ら
失
わ
れ
体
験
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
。
認
識
と
対
応
策
を
伺

う
。

答　

タ
ブ
レ
ッ
ト
普
及
に
よ
り
仮
想
体
験
が
広
が
り
、
実
体
験
の

場
が
少
な
く
な
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下
な
ど
非

常
に
深
刻
に
受
け
止
め
て
い
る
。
実
体
験
の
創
出
の
場
と
し
て

放
課
後
子
ど
も
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

問　
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
33
校
中
４
校
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が

今
後
の
方
針
は
。

答　

全
て
の
学
校
で
放
課
後
子
ど
も
教
室
が
実
施
で
き
る
よ
う
地

域
の
力
を
借
り
な
が
ら
体
制
づ
く
り
に
努
力
す
る
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

問　
経
常
収
支
は
２
年
連
続
で
１
０
０
％
超
え
で
あ
り
、
ま
た
人

口
構
成
か
ら
今
後
の
社
会
は
高
負
担
の
社
会
に
な
る
。
特
に
こ

れ
か
ら
を
生
き
る
若
い
世
代
が
希
望
を
失
わ
な
い
よ
う
に
、
適

時
適
宜
の
支
援
策
を
実
行
す
る
た
め
の
財
源
確
保
に
向
け
て
、

歳
出
削
減
を
も
っ
と
努
力
す
べ
き
で
あ
る
が
所
見
を
伺
う
。

答　

国
は
極
端
な
赤
字
会
計
が
続
く
中
、
地
方
は
黒
字
と
な
っ
て

い
る
。
国
に
求
め
る
ば
か
り
で
な
く
歳
出
削
減
に
向
け
て
行
政

委
員
改
革
も
含
め
て
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
す
る
。

問　

１
市
６
町
合
併
協
定
書
に
も
、
行
政
委
員
の
職
務
格
差
、
報

酬
の
不
公
平
是
正
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
復
興
期
間
を
除
い

て
も
10
年
た
つ
が
そ
の
後
の
進
捗
は
。

答　

格
差
是
正
に
向
け
て
業
務
内
容
や
報
酬
な
ど
を
精
査
し
て
い

る
。
今
後
は
統
一
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
方
針
で
是
正
し
て
い

く
の
が
よ
い
の
か
、
行
政
委
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
見
直
し

を
図
っ
て
い
く
。

小
・
中
学
校
統
合
計
画
に
つ
い
て

問　
桃
生
地
区
小
・
中
学
校
統
合
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

答　

桃
生
地
区
３
小
学
校
統
合
準
備
委
員
会
を
中
心
に
専
門
部
会

を
随
時
開
催
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
る
。
３
校
統
合
後
の

校
歌
・
校
章
・
校
旗
に
つ
い
て
は
、
当
面
桃
生
小
学
校
の
も
の

を
使
用
す
る
。
校
歌
や
校
章
・
校
旗
の
作
成
は
最
終
目
的
と
な

る
小
中
一
貫
校
の
開
校
時
期
に
合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見

な
ど
も
取
り
入
れ
て
地
域
に
長
く
愛
さ
れ
る
も
の
を
検
討
し
た

い
。

問　

中
津
山
第
二
小
学
校
の
体
育
館
を
「
は
ね
こ
踊
り
伝
承
館
」

に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

答　

閉
校
と
な
る
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
教
育
の
用
に
供
す
る

施
設
と
し
て
利
活
用
の
有
無
を
検
討
し
、
教
室
を
含
め
て
は
ね

こ
踊
り
保
存
会
と
協
議
の
上
、
検
討
し
て
い
く
。

齋
藤
市
政
（
１
期
目
）
の
総
括
に
つ
い
て

問　
桃
生
地
区
へ
の
「
桃
生
豊
里
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
企
業

誘
致
」
に
つ
い
て
。

答　

桃
生
地
区
へ
の
立
地
意
向
の
あ
る
企
業
を
発
掘
す
る
こ
と
を

最
優
先
と
し
て
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
や
設
備
投
資
意
向
の
あ
る
企

業
に
対
し
、
当
該
適
地
候
補
地
等
の
情
報
提
供
や
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
な
ど
の
誘
致
活
動
を
実
施
し
て
い
る
が
、
立
地
志
向
の
あ

る
企
業
の
発
掘
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問　
桃
生
・
豊
里
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
登
米
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

　
ン
ジ
間
の
最
速
４
車
線
化
に
対
す
る
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答　

指
摘
さ
れ
る
三
陸
道
路
４
車
線
化
が
実
現
し
た
場
合
、
当
該

区
間
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
物
流
の
時
間
短
縮
コ
ス
ト
削
減
が

可
能
と
な
り
、
企
業
が
立
地
を
決
定
す
る
上
で
の
大
き
な
利
点

が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

大森　秀一
議員

石巻市民クラブ

問　
本
市
に
お
け
る
夜
間
お
よ
び
日
曜
・
休
日
に
お
け
る
医
療
体

制
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

救
急
で
は
な
く
、
日
曜
日
と
い
う
こ
と
で
気
軽
に
受
診
す
る

「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
当
番
医
を
担
う
医
療
機

関
に
と
っ
て
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

問　
「
重
層
的
支
援
体
制
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

地
域
に
根
付
い
て
活
動
を
行
う
団
体
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
包
括

的
な
支
援
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　
定
員
に
満
た
な
い
民
間
保
育
所
も
あ
る
中
で
の
民
間
誘
致
や

公
立
保
育
所
定
員
の
設
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

民
間
保
育
施
設
の
存
続
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
安
定
し
た

保
育
事
業
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
公
立
保
育
施
設
利
用
定
員
の

見
直
し
を
適
宜
行
っ
て
い
く
。

問　
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

既
存
の
公
共
施
設
を
最
大
限
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
民

間
施
設
の
活
用
や
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
含
め
た
津
波
避
難
場
所

の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問　
渡
波
地
区
健
康
づ
く
り
パ
ー
ク
の
管
理
体
制
、
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

現
在
は
市
に
お
い
て
管
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
地
域

の
方
々
に
よ
る
管
理
に
向
け
て
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

問　
サ
ン
・
フ
ァ
ン
ト
ン
ネ
ル
内
の
照
明
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
今
年
度
か
ら
着
手
し
、
３
カ
年
で

改
修
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
早
期
に
完
了
で
き
る
よ
う
、
鋭

意
進
め
て
い
く
。

丹野　　清
議員

ニュー石巻
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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
サ
ン
・
フ
ァ
ン
館
の

本
市
に
お
け
る
活
用
に
つ
い
て

問　
サ
ン
・
フ
ァ
ン
館
の
開
館
に
際
し
、
サ
ン
・
フ
ァ
ン
号
と
同

時
期
に
ガ
レ
オ
ン
船
が
建
造
さ
れ
た
静
岡
県
伊
東
市
の
小
野
市

長
か
ら
祝
電
が
贈
ら
れ
た
が
、
友
好
都
市
協
定
を
結
ぶ
予
定
が

あ
る
の
か
伺
う
。

答　

伊
東
市
は
観
光
都
市
で
あ
り
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
本
市
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
交
流
を
続
け
な

が
ら
展
開
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

２
０
１
７
年
に
ス
ペ
イ
ン
の
コ
リ
ア
・
デ
ル
・
リ
オ
市
の
モ

デ
ス
ト
市
長
が
本
市
を
訪
れ
、
慶
長
遣
欧
使
節
に
関
係
す
る
自

治
体
連
携
の
構
想
を
提
示
し
た
が
、
歴
史
的
つ
な
が
り
の
あ
る

ス
ペ
イ
ン
・
イ
タ
リ
ア
各
都
市
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
交

流
人
口
を
創
出
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
コ
ン
テ
ン
ツ
の
強
化
を
行

う
べ
き
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
連
絡
が
途
絶
え
て
い
た
が
、
こ
の
た
び
の

令
和
遣
欧
使
節
団
の
ご
協
力
で
親
書
を
託
す
こ
と
が
で
き
た
。

宮
城
県
や
関
連
自
治
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
介
し
た
犯
罪
等
か
ら
市
民
生

活
を
守
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

問　
「
子
ど
も
が
歩
い
て
学
校
に
通
学
で
き
る
」
と
い
う
の
は
治

安
の
い
い
日
本
だ
か
ら
こ
そ
成
立
し
て
い
る
が
、
海
外
か
ら
無

防
備
な
子
ど
も
た
ち
が
標
的
に
さ
れ
る
事
態
が
な
い
と
は
限
ら

な
い
。
犯
罪
抑
止
の
観
点
か
ら
は
集
団
登
校
や
見
守
り
の
強
化

が
必
要
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答　

今
後
も
徒
歩
に
よ
る
通
学
を
主
と
し
て
指
導
し
て
い
く
が
、

同
時
に
安
全
性
の
向
上
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

中
心
市
街
地
の
ま
ち

問　
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
（
案
）
で
は
、
石
ノ
森
萬
画

館
や
元
気
い
ち
ば
の
２
施
設
入
場
者
数
が
平
成
29
年
比
較
、
令

和
５
年
で
約
20
万
人
増
の
１
５
７
万
６
千
人
だ
が
、
歩
行
者
数

は
、
１
万
１
０
０
７
人
と
激
減
。
街
の
魅
力
と
し
て
「
マ
ン
ガ
」

を
磨
き
上
げ
る
内
容
を
伺
う
。
マ
ン
ガ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ

商
品
取
扱
店
の
増
や
商
店
負
担
を
下
げ
る
方
法
も
検
討
す
べ

き
。

答　

石
ノ
森
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
一
体
の
ベ
ン
チ
５
基
、
萬
画
館
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
を
実
施
す
る
。
グ
ッ
ズ
活
用
も
研
究
し
て
い

く
。

市
民
安
全
の
ま
ち

問　
渡
波
地
区
の
津
波
避
難
の
住
民
の
取
り
組
み
は
大
変
評
価
す

る
が
、
危
惧
も
し
て
い
る
。
指
定
避
難
先
の
収
容
人
数
が
不
足

す
る
原
因
は
。
他
地
区
で
も
不
足
は
あ
る
の
か
。

答　

避
難
所
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
施
設
が
市
と
渡
波
協
議
会
で

は
相
違
が
あ
る
た
め
。
他
地
域
で
の
収
容
人
数
が
不
足
し
た
場

合
は
地
域
の
皆
様
と
協
議
す
る
。

問　
昨
年
公
表
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
津
波
浸
水
高
、
避
難
所

な
ど
掲
載
済
み
。
他
の
地
区
防
災
計
画
で
避
難
所
の
変
更
が
あ

れ
ば
、
見
直
し
発
行
す
べ
き
。

答　

避
難
所
等
の
施
設
変
更
が
あ
れ
ば
、
見
直
し
が
必
要
と
考
え

る
。

問　
特
定
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
は
。
市
内
で
今
ま
で
検
出
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

答　

国
際
条
約
で
製
造
・
使
用
禁
止
の
人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
。
検
出
は
、
国
基
準
値
50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
毎

リ
ッ
ト
ル
に
対
し
、
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団
で
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
５
年
度
で
３
～
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
毎
リ
ッ
ト
ル
が
検

出
。
今
後
、
国
が
検
査
方
針
を
検
討
中
だ
が
、
地
下
水
、
簡
易

水
道
等
で
必
要
に
応
じ
て
検
査
、
検
討
す
る
。

都甲マリ子
議員

日高見会

星　　雅俊
議員

日高見会

問　
小
中
学
生
女
子
へ
の
内
科
検
診
で
、
下
着
を
着
け
ず
に
上
半

身
を
ま
く
り
上
げ
検
診
を
行
っ
て
い
る
学
校
が
あ
る
が
、
特
に

中
学
生
へ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
配
慮
し
た
検
診
を
行
う
こ
と
は
可

能
か
。

答　

児
童
生
徒
等
へ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や
心
情
に
配
慮
し
た

健
康
診
断
の
対
応
に
つ
い
て
、
一
定
の
基
準
を
示
し
て
い
き
た

い
。

問　
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
を
し
て
い
る
コ
イ
ル
の
利
用
人

数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。「
学
び
の
多
様
化
学
校
」
の
設
置
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

不
登
校
児
童
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
図
る
に
は

場
所
と
人
員
が
必
要
で
あ
り
、
コ
イ
ル
が
中
心
と
な
り
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
を
行
っ
て
い
る
。
本
市
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
形
が
よ
い
か
先
進
事
例
を
注
視
し
て
い
く
。

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
配
備
さ
れ
た
電
子
図
書
や
学
校
図
書
室
に
な

い
「
子
ど
も
た
ち
が
読
み
た
い
本
」
を
届
け
る
方
法
に
つ
い
て
。

答　

子
ど
も
た
ち
の
興
味
関
心
、
要
望
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
が
主

体
と
な
っ
た
図
書
館
運
営
に
つ
い
て
指
導
し
た
い
。
石
巻
市
図

書
館
と
連
携
を
図
り
、
学
校
が
市
の
図
書
館
か
ら
子
ど
も
た
ち

の
読
み
た
い
本
を
借
り
る
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
し
て
い
く
。

問　
「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
」か
ら「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」

へ
進
む
た
め
に
、
空
き
教
室
等
を
利
用
し
た
学
校
協
働
推
進
室

の
設
置
を
各
学
校
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

答　

各
学
校
の
空
き
教
室
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
等
の
状
況
を
確
認
し

た
上
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
通
知
し
た
い
。
ま
た
必
要
な
機

材
等
の
環
境
整
備
は
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
考
え
た
い
。

我妻久美子
議員

石巻颯
はやて

の会
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一般質問

阿部　正敏
議員

石巻颯
はやて

の会

感
染
症
時
代
の
健
幸
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
移
行
後
、
全
国
で
年
間
３
万

２
千
人
以
上
亡
く
な
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
約
30
倍
、
後
遺

症
も
あ
る
こ
と
か
ら
今
後
も
注
意
が
必
要
。
本
市
民
の
健
康
状

況
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

健
康
寿
命
は
、
男
性
が
７９
・
２２
歳
、
女
性
が
８３
・
６３
歳
で
い

ず
れ
も
県
平
均
以
下
。
メ
タ
ボ
該
当
者
に
つ
い
て
も
男
性
が

５２
・
３
％
、
女
性
は
１８
・
１
％
で
特
に
男
性
が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。

食
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
健
康
寿
命
の
目
安
で
あ
る
血
管

年
齢
な
ど
を
測
り
、
健
康
意
識
を
高
め
て
い
る
。

問　
本
市
の
慢
性
腎
臓
病
の
現
状
と
重
症
化
予
防
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

国
民
健
康
保
険
で
の
推
計
で
患
者
２
４
０
０
名
、
医
療
費
約

７
億
４
３
０
０
万
円
、
人
工
透
析
者
１
７
８
名
、
一
人
当
た
り

の
医
療
費
は
５
０
０
万
円
か
ら
６
０
０
万
円
。
対
策
と
し
て
、

医
師
に
よ
る
保
健
指
導
や
、
専
門
医
の
紹
介
。

新
た
な
、
い
し
の
ま
き
復
興
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

問　

こ
れ
ま
で
の
大
会
の
何
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺

う
。

答　

復
興
支
援
の
感
謝
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
に
加
え
、
全
国

の
被
災
地
の
応
援
を
経
験
し
た
本
市
だ
か
ら
こ
そ
発
信
で
き
る

「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
」「
人
の
輪
の
力
」
を
結
集
し
た
復
興
の
次

の
未
来
に
向
か
う
大
会
へ
コ
ン
セ
プ
ト
を
変
更
。
ラ
ン
ナ
ー
の

声
を
反
映
し
、
コ
ー
ス
お
よ
び
競
技
種
目
を
変
更
し
た
。

問　
マ
ラ
ソ
ン
や
百
歳
体
操
な
ど
で
楽
し
く
汗
を
流
す
こ
と
は
免

疫
力
・
筋
力
の
向
上
・
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
。
元
気

で
長
生
き
は
立
派
な
社
会
貢
献
。
長
期
的
健
幸
づ
く
り
「
生
き

が
い
を
持
ち
健
や
か
で
幸
せ
」
へ
の
切
り
替
え
を
、
オ
ー
ル
石

巻
で
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

石
巻
市
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
災
害
時
に
お
け
る

避
難
行
動
に
つ
い
て
、
今
後
地
域
住
民
と
ど
の
よ
う

に
理
解
を
深
め
て
い
く
か
に
つ
い
て

問　

Ｌ
２
津
波
か
ら
守
れ
な
い
地
域
が
石
巻
地
域
に
は
多
く
存
在

す
る
。
一
方
、
防
災
集
団
移
転
が
行
わ
れ
た
半
島
沿
岸
部
は
Ｌ

２
か
ら
守
れ
る
地
域
も
あ
る
。
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る

避
難
行
動
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
災
害
に
関
心
が
あ
る
の
か
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
て
は
ど
う
か
。

答　

今
般
提
供
を
開
始
し
た
宮
城
県
自
然
災
害
避
難
支
援
ア
プ
リ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
等
を
活
用
し
て
調
査
を
す
る
。

問　
田
辺
市
で
は
ド
ロ
ー
ン
等
を
活
用
し
た
画
像
分
析
に
よ
り
現

実
世
界
の
物
理
的
環
境
を
仮
想
空
間
で
再
現
し
、
災
害
時
、
被

害
状
況
の
迅
速
な
把
握
が
で
き
る
よ
う
訓
練
や
被
害
想
定
の
見

え
る
化
に
役
立
っ
て
い
る
。
先
進
的
な
取
り
組
み
を
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
。

答　

他
自
治
体
の
先
進
事
例
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

石
巻
鮎
川
線
に
お
け
る
原
発
か
ら
の
避
難
道
整
備
に

つ
い
て

問　

風
越
Ⅲ
期
桃
浦
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
県
道
整
備
に
つ
い
て
、

あ
え
て
海
側
に
近
く
、
し
か
も
防
潮
堤
よ
り
も
低
い
道
路
を
整

備
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答　

本
道
路
の
計
画
に
当
た
っ
て
は
沿
道
の
土
地
利
用
や
接
続
す

る
市
道
と
の
ア
ク
セ
ス
性
を
考
え
た
。

問　

風
越
Ⅲ
期
桃
浦
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
ル
ー
ト
を
検
討
す
る
際
、

地
域
住
民
や
県
議
会
議
員
、
市
議
会
議
員
に
相
談
し
た
の
か
。

答　

山
側
ル
ー
ト
を
含
む
複
数
の
ル
ー
ト
を
比
較
検
討
し
た
上
で

沿
道
の
土
地
利
用
や
接
続
す
る
市
道
の
ア
ク
セ
ス
性
、
冠
水
実

績
、
経
済
性
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
決
定
し
た
。

楯石　光弘
議員

日高見会

家
畜
伝
染
病
に
伴
う
行
政
の
対
応
に
つ
い
て

問　
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
場
合
の
課
題
は
。

答　

埋
却
場
所
を
確
保
で
き
な
い
農
場
で
の
公
有
地
の
確
保
。

問　
埋
却
で
は
な
く
焼
却
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
移

動
式
焼
却
施
設
等
に
つ
い
て
県
や
国
に
要
請
す
べ
き
。

答　

強
く
要
望
す
る
よ
う
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。

問　
被
害
（
風
評
被
害
含
む
）
が
出
た
場
合
の
対
応
は
。

答　

被
害
の
未
然
防
止
と
発
生
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
県
と

協
議
し
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

問　
埋
却
に
つ
い
て
は
、
家
畜
伝
染
病
の
み
な
ら
ず
、
鹿
の
埋
却・

埋
設
に
つ
い
て
課
題
が
あ
る
。
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

地
域
の
皆
様
に
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
適
切
な
処
分
方
法

を
進
め
て
い
き
た
い
。

住
み
続
け
た
い
街
・
街
の
幸
福
度
に
つ
い
て

問　
大
東
建
託
（
株
）
の
調
査
で
の
石
巻
市
の
順
位
に
つ
い
て
。

答　

住
み
続
け
た
い
街
で
は
東
北
で
76
位
、
県
内
で
15
位
。
街
の

幸
福
度
で
は
東
北
で
90
位
、
県
内
で
22
位
。

問　
幸
福
度
を
測
定
し
、
政
策
に
生
か
し
て
は
。

答　

数
値
目
標
に
市
民
満
足
度
を
設
定
し
て
お
り
、
幸
福
度
向
上

へ
つ
な
げ
て
い
る
。

問　
指
定
管
理
者
も
研
修
の
機
会
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

答　

指
定
管
理
者
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
企
業
訪
問
を
実
施
し
て
政
策
に
反
映
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

答　

年
間
１
０
０
件
程
度
企
業
訪
問
し
、
業
界
の
要
望
や
課
題
な

ど
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

問　
石
巻
市
の
幸
福
度
向
上
に
向
け
て
、
ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

推
進
し
て
は
ど
う
か
。

答　

ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
な
が
る
知
見
の
醸
成
や
蓄
積
に
も

意
を
用
い
て
い
く
。

宇都宮弘和
議員

石巻颯
はやて

の会
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一般質問

石
巻
の
特
性
を
活
か
し
た
産
業
振
興
に
つ
い
て

問　
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
に
直
面
し
て
い
る
農
漁
業
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

答　

農
業
部
門
は
、
就
農
相
談
会
や
現
場
体
験
会
を
開
催
。
水
産

部
門
は
、
担
い
手
育
成
事
業
な
ど
漁
協
と
連
携
し
て
研
修
を
実

施
し
て
い
る
。
生
産
者
の
働
き
が
い
に
着
目
し
た
産
業
振
興
が

重
要
と
考
え
る
。

問　
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
、
特
に
漁
船
誘
致
お
よ
び
魚
市
場

の
活
性
化
に
つ
い
て
。

答　

入
港
実
績
の
あ
る
漁
船
へ
の
さ
ら
な
る
水
揚
げ
の
奨
励
、
新

規
の
漁
船
誘
致
活
動
を
行
う
。
魚
市
場
は
事
業
体
制
、
流
通
体

制
の
充
実
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
強
化
す
る
。

問　
観
光
振
興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答　

多
様
な
観
光
資
源
、
魅
力
を
発
信
し
、
観
光
誘
客
に
よ
り
交

流
人
口
を
拡
大
す
る
こ
と
で
通
過
型
の
観
光
を
打
開
す
る
。

市
民
の
財
産
で
あ
る
職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て

問　
総
合
支
所
を
含
む
出
先
機
関
と
本
庁
の
連
携
に
つ
い
て
。

答　

総
合
支
所
連
絡
調
整
会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
、
地
域
課
題

解
決
に
向
け
て
さ
ら
な
る
連
携
強
化
に
取
り
組
む
。

問　
職
員
の
適
正
配
置
と
コ
ス
ト
を
含
め
た
意
識
改
革
は
。

答　

人
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
踏
ま
え
、
コ
ス
ト
意
識
や
政
策
形
成
能

力
の
向
上
の
た
め
の
研
修
等
を
実
施
す
る
。

問　
馬
っ
こ
山
・
千
本
桜
植
樹
祭
で
の
市
職
員
の
対
応
に
感
謝
し

つ
つ
、「
オ
ー
ル
市
役
所
」
の
浸
透
に
つ
い
て
。

答　

行
政
課
題
に
柔
軟
、
力
強
く
対
応
し
、
活
力
を
満
ち
る
よ
う

職
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
図
る
。

石
巻
市
に
お
け
る
障
害
の
あ
る
方
の
就
労
環
境
に
つ

い
て

問　
石
巻
市
役
所
の
障
が
い
者
の
雇
用
人
数
と
雇
用
率
を
伺
う
。

答　

43
・
５
人
を
雇
用
し
て
お
り
、
雇
用
率
は
２
・
80
％
と
な
っ

て
い
る
。

問　
石
巻
市
全
体
の
障
害
者
雇
用
率
を
全
国
平
均
・
宮
城
県
平
均

と
併
せ
て
伺
う
。

答　

全
国
２
・
33
％
、
宮
城
県
２
・
29
％
、
石
巻
管
内
は
２
・

15
％
と
な
っ
て
い
る
。

問　
管
内
の
低
い
雇
用
率
を
見
て
、
こ
の
ま
ち
最
大
の
事
業
所
で

あ
り
、
民
間
に
障
が
い
者
雇
用
を
指
導
、
助
言
す
る
立
場
で
あ

る
市
役
所
は
、
障
が
い
者
と
と
も
に
歩
み
、
雇
用
者
の
立
場
で

率
先
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
ず

は
今
あ
る
業
務
か
ら
、
障
害
の
特
性
に
合
わ
せ
た
仕
事
の
切
り

出
し
や
洗
い
出
し
を
全
庁
的
に
進
め
て
は
ど
う
か
。

答　

仕
事
の
洗
い
出
し
か
ら
始
め
、
障
害
を
持
っ
た
方
か
ら
働
き

た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

若
者
の
居
場
所
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

問　
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
の
移
行
プ

ロ
セ
ス
は
複
雑
化
し
て
お
り
、
若
者
支
援
の
重
要
性
は
高
い
と

考
え
る
。
本
市
は
こ
ど
も
ま
ん
な
か
宣
言
を
行
い
、
次
期
こ
ど

も
計
画
に
お
い
て
も
「
若
者
」
が
明
記
さ
れ
、
支
援
の
拡
充
が

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
若
者
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、

単
に
時
間
を
つ
ぶ
せ
る
場
所
で
は
な
く
、
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
、悩
み
も
相
談
で
き
る
、そ
し
て
主
体
的
な
活
動
に
よ
っ

て
自
己
実
現
で
き
る
「
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
」
の
よ
う
な
居
場
所

の
拡
充
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
居
場
所
の
必
要
性
を
強
く
認
識

し
た
。
こ
ど
も
ま
ん
な
か
の
視
点
で
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い

く
。

髙橋　憲悦
議員

石巻市民クラブ

谷　　祐輔
議員

石巻颯
はやて

の会

行
政
評
価
に
つ
い
て

問　
行
財
政
改
革
に
お
け
る
事
務
事
業
評
価
の
導
入
は
、
財
政
効

果
を
も
た
ら
す
重
要
な
手
段
だ
と
考
え
る
。

答　

事
務
事
業
本
来
の
目
的
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結

果
か
ら
ど
の
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
も

意
識
を
向
け
な
が
ら
、
業
務
内
容
の
見
直
し
だ
け
で
は
な
く
、

事
業
の
統
廃
合
や
廃
止
な
ど
、
聖
域
を
設
け
ず
取
り
組
む
。

指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
に
係
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
つ
い
て

問　
本
来
の
指
定
管
理
と
は
な
ん
な
の
か
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
直

結
す
る
も
の
で
あ
り
、
競
争
性
や
透
明
性
を
高
め
る
改
正
が
必

要
だ
。

答　

指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
お
よ
び
経
費
の
削
減
を
進
め
る
た
め
、
よ
り
効
果
的
・

効
率
的
な
管
理
・
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
を
積
極
的
に
進
め
る
。

行
政
組
織
改
革
に
つ
い
て

問　
本
市
は
東
日
本
大
震
災
の
最
大
の
被
災
地
で
あ
り
、
そ
の
経

験
を
踏
ま
え
、
危
機
管
理
に
関
す
る
組
織
体
制
の
強
化
が
必
要

だ
。

答　

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
、
切
迫
性
が
高
ま
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
る
日
本
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
等
へ
の
備
え
や
、
原

子
力
災
害
等
、
各
種
災
害
へ
の
対
応
の
強
化
が
必
要
で
あ
り
、

防
災
・
防
犯
・
交
通
対
策
を
一
体
的
に
取
り
組
み
、
東
日
本
大

震
災
最
大
の
被
災
地
と
し
て
の
教
訓
を
最
大
限
生
か
し
た
、
市

民
が
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
強
く
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、「
危
機
管
理
」
に
対
応
す

る
組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
検
討
す
る
。

後藤　兼位
議員

石巻颯
はやて

の会
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一般質問

空
き
家
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
空
き
家
等
実
態
調
査
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

令
和
５
年
度
～
６
年
度
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
空
き
家
の

調
査
結
果
は
今
月
下
句
に
ま
と
ま
る
予
定
で
あ
り
、
空
き
家
の

戸
数
は
、
令
和
元
年
度
の
調
査
と
比
較
し
て
市
内
全
域
で
増
加

す
る
見
込
み
で
あ
る
。

問　
福
祉
政
策
で
石
巻
市
地
域
支
援
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
総

合
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
住
民
や
事
業
者
等
が
参
画
し
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
こ
と
で
地
域
の
支
え
合
い
体
制
づ
く
り

と
、
要
支
援
者
の
方
に
対
す
る
支
援
を
行
う
。
要
支
援
に
認
定

さ
れ
た
方
や
生
活
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
る
方
が
利
用
で
き
る

「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
65
歳
以
上
の
全

て
の
人
が
利
用
で
き
る
「
一
般
介
護
予
防
事
業
」
が
あ
る
。

問　
一
般
介
護
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

住
民
主
体
の
通
い
の
場
の
創
設
を
支
援
す
る
「
は
つ
ら
つ
元

気
教
室
」「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
の
通
所
型
介
護
予
防
事
業

等
７
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

集
落
支
援
員
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

問　
議
員
定
数
の
削
減
を
検
討
中
で
あ
る
が
、
人
口
減
少
と
と
も

に
、
支
所
の
職
員
も
減
少
し
、
市
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
く
。
さ
ら
に
、
議
員
空
白
地
区
が
発
生
す
る
と
地
区
か

ら
の
議
会
参
加
議
員
が
な
く
、
議
決
権
が
消
滅
す
る
こ
と
か
ら

せ
め
て
行
政
施
策
と
し
て
職
員
の
代
行
と
市
民
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
図
る
た
め
、
旧
町
へ
集
落
支
援
員
制
度
を
導
入
し
て
は

い
か
が
か
。

答　

住
民
ニ
ー
ズ
の
手
助
け
と
な
る
体
制
づ
く
り
と
し
て
「
ず
っ

と
住
み
た
い
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

阿部　久一
議員

ニュー石巻

議会の動き 令和６年
≪10月≫
１日　千葉県野田市議会行政視察来石
　　　長野県下諏訪町議会行政視察来石
２日　少子化対策特別委員会研修視察
　　　長野県諏訪市議会行政視察来石
３日　静岡県下田市議会行政視察来石
７日　宮城県大和町議会行政視察来石
８日　千葉県木更津市議会行政視察来石
９日　鹿児島県南さつま市議会行政視察来石
　　　埼玉県北本市議会行政視察来石
10日　北海道北見市議会行政視察来石
　　　議会運営委員会行政視察（～11日）
15日　環境教育委員会行政視察（～17日）
16日　総務企画委員会行政視察（～18日）
　　　保健福祉委員会行政視察（～18日）
　　　産業建設委員会行政視察（～18日）
21日　総合防災対策特別委員会
　　　青森県弘前市議会行政視察来石
22日　議会運営委員会
　　　第３回臨時会本会議（開会、議案審議、閉会）
24日　熊本県宇城市議会行政視察来石
28日　広報広聴委員会
29日　福島県西会津町議会行政視察来石
　　　愛知県岩倉市議会行政視察来石
30日　富山県富山市議会行政視察来石
　　　公明会行政視察（～11月1日）
31日　総合防災対策特別委員会第14回全国原子力発電所
　　　立地議会サミット（～11月1日）
　　　渡波小学校２年生議場見学
≪11月≫
６日　総合防災対策特別委員会行政視察（～８日）
　　　地域交通対策特別委員会行政視察（～８日）
　　　少子化対策特別委員会行政視察（～８日）

≪11月≫
12日　静岡県伊東市議会行政視察来石
13日　日高見会・無会派行政視察（～15日）
　　　石巻市民クラブ行政視察（～15日）
16日　第31回議場コンサート
　　　議会報告会
19日　石巻颯の会行政視察（～22日）
20日　茨城県美浦村議会行政視察来石
22日　山梨県韮崎市議会行政視察来石
26日　茨城県ひたちなか市議会行政視察来石
　　　（～27日）
29日　議会運営委員会、広報広聴委員会
　　　総務企画委員会、環境教育委員会
　　　保健福祉委員会、産業建設委員会
　　　タブレット練習会
≪12月≫
３日　本会議（開会、提案理由説明）
　　　全員協議会
４日　本会議（条例案、予算案等審議）
６日　総務企画委員会、環境教育委員会
９日　保健福祉委員会、産業建設委員会
10日　議会運営委員会、環境教育委員会
12日　本会議（一般質問）
13日　本会議（一般質問）、環境教育委員会
16日　本会議（一般質問）
　　　総合防災対策特別委員会
　　　地域交通対策特別委員会
　　　少子化対策特別委員会
17日　議会運営委員会、本会議（一般質問）
　　　議員定数等調査検討特別委員会
18日　本会議（一般質問、委員長報告、追加議案審議、
　　　閉会）、全員協議会
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⑴　第125号議案指定管理者の指定について（石巻市複合文化施設）
　　第126号議案指定管理者の指定について（石巻市河北総合センター）
第127号議案指定管理者の指定について（石巻市多目的ふれあい交
流施設遊楽館）

　　本３議案は起立採決の結果、全会一致で可決されました。

■臓器移植に関わる不正取引、非人道性が疑われる国への渡航移植等を防止するための法整備等を求める意見
書提出の陳情
（提出者）一般社団法人　中国における臓器移植を考える会　代表　丸山　治章
■令和７年度税制改正に関する提言について
（提出者）一般社団法人　宮城県法人会連合会　会長　菅原　裕典
　　　　　公益社団法人　石巻法人会　会長　松本　賢
� ※これらの陳情は、全議員へ参考回付しました。

条例（原案可決）
・市長及び副市長の給与の特例に関する条例
　下水道工事にかかる官製談合事件について、仙台地方裁判
所において、職員２名が有罪判決を言い渡されたことを受け、
当該職員２名を免職処分とし、市政への信頼を大きく損ねる
事態を招いた管理監督責任を明らかにするため、市長の給与
を30％、副市長の給与を20％、各１カ月分減額するもの。

起立採決に対する各議員の賛否
議席
番号 氏　名

賛　否
⑴３議案 ⑵附帯決議

1 原　田　　　豊 〇 〇
2 勝　又　和　宣 〇 〇
3 木　村　美　輝 〇 〇
4 我　妻　久美子 〇 ×
5 谷　　　祐　輔 〇 ×
7 早　川　俊　弘 〇 〇
8 千　葉　正　幸 〇 〇
9 阿　部　浩　章 〇 〇
10 遠　藤　宏　昭 − −
11 鈴　木　良　広 〇 〇
13 楯　石　光　弘 〇 〇
14 都　甲　マリ子 〇 〇
15 宇都宮　弘　和 〇 ×
16 山　口　荘一郎 〇 ×
17 髙　橋　憲　悦 〇 ×
18 齋　藤　澄　子 〇 ×
19 奥　山　浩　幸 〇 〇
20 安　倍　太　郎 〇 〇
21 丹　野　　　清 〇 〇
22 阿　部　久　一 〇 〇
23 櫻　田　誠　子 〇 〇
24 渡　辺　拓　朗 〇 〇
25 星　　　雅　俊 〇 〇
26 阿　部　和　芳 〇 〇
27 阿　部　正　敏 〇 ×
28 西　條　正　昭 〇 ×
29 後　藤　兼　位 〇 ×
30 大　森　秀　一 〇 ×

賛　成 27 17
反　対 0 10

※〇：賛成　×：反対
※遠藤宏昭議長は採決に加わりません。

第４回定例会　起立採決のあった議案

⑵　第125号議案指定管理者の指定について（石巻市複合文化施設）、第
126号議案指定管理者の指定について（石巻市河北総合センター）
及び第127号議案指定管理者の指定について（石巻市多目的ふれあ
い交流施設遊楽館）に対する附帯決議

　　12月18日の本会議において、我妻久美子議員が反対の立場から討論
を行いました。
　　討論の主な内容は、①労働契約法に包含されている環境配慮義務を
法的効力を持たない附帯決議に盛り込むことに疑問を感じること、②
雇用について附帯決議の中で示すことは団体への越権行為ともとられ
かねないことから反対したというものです。
　　本議案は起立採決の結果、賛成多数で可決されました。
　　可決された附帯決議の内容は次のとおりです。

　　指定管理者の指定に当たり、３施設の今後の運営について、次の２
点を申し添える。
　１　石巻市は、今後滞りなく運営業務ができるよう、指定管理者との

連携を密にし、職場環境の充実が図れるよう指導・助言を行うこと。
　２　石巻市、指定管理者及び公益財団法人石巻市芸術文化振興財団は、

財団職員の雇用について、可能な限り努力をすること。
　　以上、石巻市の文化振興と、施設利用者が安心して利用していただ
けるよう、附帯事項について決議する。

第４回定例会に提出された陳情

第３回臨時会で可決した議案と審議結果（令和６年10月22日開催）
その他（承認）
・専決処分の報告並びにその承認を求めるこ
とについて
　（令和６年度石巻市一般会計補正予算（専
　　決第１号））
　（訴えの提起について）
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　　　　　　渡波小学校２年生が議場見学 議会トピックス

　令和６年10月31日（木）、渡波小学校２年生41人の児童が、校外学習の一環として議場見学にいらっしゃい
ました。
　議場見学では、議席に座り実際にマイクを使い、「議会の仕組み」や「議員の仕事」などいろいろな質問があり、
議会運営委員長の阿部浩章議員が分かりやすい言葉で答えられました。質問をする際にモニターに自分の姿が
映し出されると歓声をあげるなど、楽しみながら議会体験をすることができた様子でした。

　令和６年11月16日（土）、議会報告会２０２４「行ってみっちゃ議会」を市役所６階議事堂で開催し、議場
コンサートも同日開催しました。
　コンサートには約160人、報告会には40人の参加があり、委員会ごとに４つの会場に分かれ、それぞれの委
員会が所管するテーマを基に、貴重なご意見やご要望を伺いました。
　皆さまからのご意見などは、今後の議会活動に活用させていただきます。
　　【報告会で出された主な意見・要望】
　　・石巻市総合防災訓練について　　・フリースクールの現状について　　・雨水排水の対応について
　　・災害時の避難場所について　　　・子育て支援について　　　　　　　・陸上養殖について
　　・ごみ置き場の管理について　　　・健康診断について
　議場コンサートでは、「石巻ジュニアジャズオーケストラ」により、バードランド、フライミートゥザムー
ン、シング・シング・シングなど４曲を演奏していただきました。

議会報告会２０２４　行ってみっちゃ議会を開催しました

総務企画委員による議会報告 環境教育委員による議会報告

保健福祉委員による議会報告 産業建設委員による議会報告
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定
管
理
者
制
度
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
指
定
管

理
業
務
へ
の
参
入
を
希
望
す
る
事
業
者
が

応
募
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
適
切
な

競
争
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果

的
か
つ
効
率
的
に
施
設
の
設
置
目
的
を
達

成
で
き
る
事
業
者
を
選
定
し
て
い
る
。

　

指
定
管
理
者
制
度
が
始
ま
っ
て
20
年
が

経
過
し
、
本
市
に
お
い
て
も
、
運
動
施
設
、

文
化
施
設
や
こ
ど
も
園
な
ど
の
指
定
管
理

を
実
施
し
て
い
る
が
、
現
在
、
十
分
な
競

争
原
理
が
機
能
し
て
い
る
か
、
ま
た
事
業

期
間
（
指
定
期
間
）
が
適
切
か
ど
う
か
と

い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
北
九
州
市
の
「
指
定
管
理
者
制

度
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
の
進
め
方
を
参

考
に
、「
指
定
管
理
制
度
見
直
し
委
員
会
」

を
設
立
す
る
な
ど
検
討
を
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
。

循
環
や
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

南
丹
市
は
乳
牛
の
頭
数
が
多
く
、
乳
牛
の

排
泄
物
と
食
品
廃
棄
物
を
メ
タ
ン
発
酵
さ

せ
て
い
る
。
肉
牛
の
排
泄
物
は
メ
タ
ン
発

酵
に
適
し
て
い
な
い
た
め
、
堆
肥
の
製
造

に
利
活
用
し
て
い
る
。

　

本
市
は
、
肉
牛
の
飼
育
頭
数
が
多
く
、

南
丹
市
の
よ
う
な
手
法
に
よ
る
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
は
不
向
き
で
あ
る
た
め
、
学
校
給

食
の
残
菜
や
食
品
加
工
事
業
者
な
ど
か
ら

の
食
品
廃
棄
物
を
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し

て
、
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
る
こ
と
は
物
量
的

に
実
現
可
能
性
が
高
い
と
感
じ
る
。
ま
た
、

生
ご
み
の
水
分
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
焼

却
炉
の
温
度
低
下
の
一
因
と
な
っ
て
お
り
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
燃
料
投
下
量
の
削

減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
食
品
廃
棄

物
を
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
捉
え
、
バ

イ
オ
発
電
事
業
な
ど
に
つ
な
げ
る
研
究
お

よ
び
検
討
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
務
企
画
委
員
会　
【
実
施
日
】令
和
６
年
10
月
16
日
～
18
日

【
視
察
地
お
よ
び
視
察
事
項
】

●
福
岡
県
糸
島
市『
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
』

●
福
岡
県
北
九
州
市『
指
定
管
理
者
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
』

環
境
教
育
委
員
会
　【
実
施
日
】令
和
６
年
10
月
15
日
～
17
日

【
視
察
地
お
よ
び
視
察
事
項
】

●
大
阪
府
泉
大
津
市『
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
』

●
京
都
府
南
丹
市（
八
木
バ
イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
）

�

『
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
利
活
用
に
つ
い
て
』

常任委員会行政視察レポート
　

糸
島
市
は
過
去
５
年
間
で
ふ
る
さ
と
納

税
の
寄
付
金
額
・
件
数
と
も
に
３
倍
以
上

に
増
加
し
、
寄
付
金
額
の
伸
び
は
平
成
23

年
度
か
ら
続
い
て
お
り
、
令
和
５
年
度
寄

付
額
は
24
億
９
４
５
３
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

　

返
礼
品
の
79
％
が
食
品
で
あ
り
、
全
国

的
に
食
品
が
占
め
る
割
合
が
多
い
と
の
こ

と
か
ら
石
巻
市
も
食
品
の
充
実
が
必
要
か

と
思
わ
れ
る
。
品
質
を
下
げ
る
こ
と
な
く

事
業
者
が
継
続
可
能
な
状
況
で
、
寄
付
者

が
お
得
感
を
持
て
る
製
品
で
あ
る
こ
と
が

大
切
と
な
る
。
返
礼
品
の
数
を
増
や
す
こ

と
は
寄
付
者
の
選
択
肢
が
増
え
、
選
ぶ
楽

し
み
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
人
気
返
礼
品
ほ

ど
製
造
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
超
え
る
危

険
性
が
あ
り
、
危
険
回
避
に
も
つ
な
が
る
。

　

ま
た
、
糸
島
市
の
よ
う
に
返
礼
品
カ
タ

ロ
グ
は
大
変
効
果
的
で
、
石
巻
市
の
現
状

や
魅
力
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
、
寄
付
金
増
額
に
期
待
が
持
て
る
も

の
と
考
え
る
。
担
当
職
員
に
は
、
苦
労
し

た
点
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
で
い
ろ
い
ろ

な
問
題
の
解
決
策
や
新
し
い
発
想
に
向
け
、

ぜ
ひ
と
も
全
国
の
自
治
体
へ
派
遣
す
べ
き

と
考
え
る
。

　

北
九
州
市
で
は
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
行
政
が
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
民

間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と

で
予
定
者
を
含
む
参
入
事
業
者
や
施
設
利

用
者
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
指

　

泉
大
津
市
は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
毎

月
２
回
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を
使
用
し
、

地
産
地
消
や
季
節
な
ど
が
テ
ー
マ
の
献
立

を
「
と
き
め
き
給
食
」
と
し
て
提
供
し
て

い
る
。
農
地
が
少
な
く
、
他
自
治
体
と
農

業
連
携
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
農
業
連

携
先
か
ら
米
を
購
入
し
、
給
食
で
提
供
し

て
い
る
。
令
和
６
年
７
月
に
は
旭
川
市
と

全
国
初
と
な
る
生
産
地
と
消
費
地
に
よ
る

共
同
の「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」

を
発
出
し
た
。
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
市

が
物
価
高
騰
分
を
補
填
し
、
米
の
費
用
を

負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
献
立
を
充
実
さ

せ
な
が
ら
も
給
食
費
は
据
え
置
き
の
ま
ま

で
、
保
護
者
の
負
担
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

本
市
の
子
ど
も
た
ち
の
「
心
豊
か
な
た

く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成
」
の
た
め
に
も
、

よ
り
安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
食
材
の
提

供
は
必
至
と
考
え
る
。
本
市
で
は
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に
向
け
て
、
現
在

検
討
、
協
議
中
で
あ
る
。
泉
大
津
市
の
構

想
、
中
長
期
的
に
は
官
民
連
携
に
よ
る
食

と
健
康
を
支
え
る
次
世
代
循
環
型
社
会 

シ
ス
テ
ム
の
構
築
ま
で
考
え
て
い
る
取
り

組
み
は
、
大
い
に
参
考
に
値
す
る
と
考
え

る
。

　

南
丹
市
で
は
、
地
域
か
ら
排
出
さ
れ
る

家
畜
の
排
泄
物
や
食
品
廃
棄
物
を
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
と
し
て
利
活
用
し
、
液
肥
、
堆

肥
、
発
電
等
に
転
換
し
、
地
域
で
の
資
源

北九州市議会での視察風景

泉大津市議会での視察風景
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に
「
ⅰ
」
が
２
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
11
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
給
食
費
無
償
化
事
業
を
中

心
に
子
育
て
支
援
事
業
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
各
事
業
の
担
当
部
署

は
分
か
れ
て
い
る
が
、
全
庁
一
体
的
に
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
結
婚
・
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
パ

ッ
ケ
ー
ジ
化
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
が
、
市
民

へ
の
認
知
が
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
で

あ
る
。
小
学
校
就
学
以
降
の
施
策
は
、
教

育
委
員
会
と
の
協
働
が
不
可
欠
で
あ
り
、

本
市
で
も
市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
と
の

縦
割
り
に
横
串
を
刺
す
よ
う
な
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
市
民

に
も
分
か
り
や
す
く
、
子
育
て
応
援
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

子
育
て
を
理
由
と
す
る
社
会
減
が
抑
え
ら

れ
、
人
口
減
少
を
緩
や
か
に
し
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
。

化
を
図
っ
て
い
る
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

な
ど
に
よ
る
影
響
を
受
け
、
磐
田
市
を
支

え
て
い
る
企
業
が
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
が
ん
ば
る
企
業
応
援
団
が
ス
タ
ー
ト

し
、
職
員
が
年
２
回
市
内
の
登
録
企
業
を

訪
問
し
、
市
政
情
報
の
提
供
や
現
場
の
実

態
、
課
題
等
を
伺
い
、
静
岡
県
よ
ろ
ず
支

援
拠
点
と
連
携
し
て
課
題
解
決
に
当
た
っ

て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
、
磐
田
市
の
よ
う
に
職

員
自
ら
が
企
業
訪
問
し
、
お
せ
っ
か
い
を

す
る
取
り
組
み
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
足
を
使
い
汗
を
か
く
姿
勢
は
、
見
習

う
べ
き
と
考
え
る
。
本
市
と
し
て
、
宮
城

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
と
さ
ら
な
る
連
携
を

図
り
、
適
切
な
手
助
け
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
合
っ
た
内

容
へ
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
経
済
活

性
化
へ
の
結
び
付
き
を
提
案
す
る
。

保
健
福
祉
委
員
会　
【
実
施
日
】令
和
６
年
10
月
16
日
～
18
日

【
視
察
地
お
よ
び
視
察
事
項
】

●
広
島
県
呉
市『
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
に
よ
る
高
齢
者
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実

施
に
つ
い
て
』

●
兵
庫
県
相
生
市『
相
生
市
子
育
て
応
援
施
策「
11
の
鍵
」に
つ
い
て
』

産
業
建
設
委
員
会
　【
実
施
日
】令
和
６
年
10
月
16
日
～
18
日

【
視
察
地
お
よ
び
視
察
事
項
】

●
静
岡
県
御
前
崎
市『
リ
タ
ー
ン
就
職
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
』

●
静
岡
県
磐
田
市『
お
せ
っ
か
い
支
援
事
業
に
つ
い
て
』

常任委員会行政視察レポート
　

呉
市
で
は
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
が

全
国
の
１
・
３
倍
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
医
療
費
の
負
担
軽
減
と
国
民
健
康

保
険
財
政
の
健
全
化
を
目
的
に
、
国
民
健

康
保
険
レ
セ
プ
ト
、
健
診
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
よ
っ
て
課
題
の
把
握
や
分
析
す
る
こ

と
で
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
施
策
を
展

開
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
抽
出

し
た
対
象
者
へ
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

促
進
通
知
や
医
療
費
が
高
額
な
疾
病
へ
の

対
策
と
し
て
、
重
複
受
診
者
等
に
訪
問
指

導
を
行
い
、
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
て
い

る
。
デ
ー
タ
分
析
や
施
策
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
医
師
会
や
大
学
等
と
の
連
携

の
強
さ
も
事
業
推
進
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
促
進
通
知
は
実
施
し
て
い
る
が
、
削

減
効
果
は
把
握
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
。

呉
市
と
は
自
治
体
規
模
が
違
う
が
、
本
市

に
お
い
て
も
削
減
効
果
が
出
て
い
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
医
療
費
削
減
に
資
す
る
大
き

な
可
能
性
が
見
て
取
れ
る
た
め
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
促
進
通
知
の
効
果
把
握
を

提
言
す
る
。

　

相
生
市
で
は
、
平
成
17
年
に
国
の
三
位

一
体
の
改
革
に
よ
り
財
政
状
況
が
危
機
的

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
財
政
の
健
全
化
を

図
り
、
人
口
減
少
対
策
、
教
育
・
子
育
て

・
少
子
化
対
策
、
産
業
対
策
を
集
中
的
に

実
施
し
て
い
る
。
11
の
鍵
は
、
ａ
ｉ
ｏ
ｉ

　

御
前
崎
市
で
は
、
若
者
の
働
く
場
の
確

保
と
企
業
の
雇
用
確
保
に
よ
る
安
定
経
営

の
支
援
す
る
こ
と
で
、
人
口
流
出
を
抑
制

し
、
持
続
可
能
な
地
域
の
創
出
を
目
的
と

し
て
、
リ
タ
ー
ン
就
職
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
て
い
る
。
大
学
卒
業
後
に
御

前
崎
市
に
戻
り
地
域
企
業
へ
就
職
す
る
意

向
が
あ
れ
ば
、
就
職
前
後
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
情
報

の
提
供
や
、
リ
タ
ー
ン
就
職
応
援
助
成
金

制
度
に
よ
り
、
金
融
機
関
と
連
携
し
、
御

前
崎
市
や
近
隣
市
の
企
業
に
就
職
し
た
場

合
に
、
借
入
利
息
相
当
額
の
助
成
を
行
っ

て
い
る
。

　

御
前
崎
市
の
取
り
組
み
は
、
単
に
助
成

金
の
制
度
で
は
な
く
、
地
元
に
戻
っ
て
く

る
学
生
や
保
護
者
、
地
元
企
業
の
意
向
を

取
り
入
れ
た
制
度
で
あ
り
、
御
前
崎
市
を

含
め
た
近
隣
市
と
の
連
携
に
よ
り
、
近
隣

地
域
で
若
者
の
リ
タ
ー
ン
を
応
援
し
て
い

る
制
度
で
あ
る
。
本
市
に
と
っ
て
も
、
近

隣
２
市
１
町
の
広
域
の
連
携
を
よ
り
進
め
、

情
報
交
換
や
取
り
組
み
の
共
有
を
図
り
、

圏
域
全
体
と
し
て
若
者
が
地
元
に
戻
り
、

生
活
が
で
き
る
、
仕
事
が
で
き
る
環
境
整

備
を
進
め
る
こ
と
を
提
言
す
る
。

　

磐
田
市
で
は
、
お
せ
っ
か
い
支
援
事
業

と
し
て
、
企
業
に
市
職
員
が
積
極
的
に
訪

問
し
、
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
伺
い
、
支
援
機

関
の
専
門
家
と
連
携
し
、
徹
底
的
に
お

せ
っ
か
い
す
る
こ
と
で
地
域
経
済
の
活
性

呉市議会での視察風景

磐田市議会での視察風景
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議
会
運
営
委
員
会

【
実
施
日
】令
和
６
年
10
月
10
日
～
11
日

【
視
察
地
お
よ
び
視
察
事
項
】

●
宮
城
県
大
和
町

　
『
こ
れ
か
ら
の
大
和
町
議
会
の
あ
り

方
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
』

●
宮
城
県
栗
原
市

　
『
予
算
決
算
特
別
委
員
会
、
議
会
改

革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
』

●
岩
手
県
北
上
市

　
『
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
実
施
状
況
、

議
会
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
』

総
合
防
災
対
策
特
別
委
員
会

【
実
施
日
】令
和
６
年
11
月
６
日
～
８
日

【
視
察
地
お
よ
び
視
察
事
項
】

●
石
川
県
志
賀
町

　
『
北
陸
電
力
株
式
会
社
志
賀
原
子
力

発
電
所
現
地
視
察
』

●
石
川
県
能
登
町

　
『
能
登
半
島
地
震
の
被
害
状
況
と
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
』

地
域
交
通
対
策
特
別
委
員
会

【
実
施
日
】令
和
６
年
11
月
６
日
～
８
日

【
視
察
地
お
よ
び
視
察
事
項
】

●
岐
阜
県
高
山
市

　
『
高
山
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
お

け
る
重
点
事
業
に
つ
い
て
』

●
岐
阜
県
郡
上
市

　
『
郡
上
市
地
域
交
通
網
形
成
計
画
、

地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て
』

少
子
化
対
策
特
別
委
員
会

【
実
施
日
】令
和
６
年
11
月
６
日
～
８
日

【
視
察
地
お
よ
び
視
察
事
項
】

●
福
岡
県
糸
島
市

　
『
結
婚
支
援
に
つ
い
て
』

●
山
口
県
下
関
市

　
『
ふ
く
ふ
く
こ
ど
も
館
、
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
』

議会運営委員会・特別委員会行政視察レポート
　

大
和
町
議
会
で
は
、
議
員
の
な
り
手
不

足
の
深
刻
化
を
受
け
、
令
和
３
年
度
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
。
町
民
24
名
が
参
加

し
、
セ
ミ
ナ
ー
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
構

成
で
、
情
報
収
集
と
分
析
、
意
見
集
約
と

機
運
醸
成
、
条
例
改
正
の
３
過
程
を
踏
ま

え
て
議
論
し
、
議
員
報
酬
６
万
円
増
、 

議

員
定
数
２
人
削
減
が
実
現
さ
れ
た
。

　

栗
原
市
議
会
で
は
、
補
正
予
算
の
審
査

は
、
本
市
と
同
様
に
常
任
委
員
会
へ
の
分

割
付
託
を
行
っ
て
い
た
が
、
議
案
不
可
分

の
法
則
に
従
い
、
令
和
４
年
度
か
ら
、
補

正
予
算
も
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
で
き

る
よ
う
制
度
改
正
が
行
わ
れ
た
。

　

北
上
市
議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機

に
、
全
国
に
先
駆
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

を
導
入
し
、
３
年
間
で
１
２
６
回
開
催
さ

れ
た
。
ま
た
、
通
年
議
会
を
導
入
し
て
い

る
ほ
か
、
２
年
に
１
度
、
議
会
か
ら
市
に

対
し
て
政
策
提
言
を
行
い
、
総
合
計
画
へ

の
政
策
反
映
を
図
る
な
ど
、
議
会
活
性
化

に
向
け
活
発
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

志
賀
原
子
力
発
電
所
は
、
令
和
６
年
１

月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ

り
、
変
圧
器
と
い
っ
た
電
気
系
統
に
被
害

を
受
け
た
が
、
原
子
力
安
全
の
確
保
に
影

響
は
な
か
っ
た
。

　

本
市
と
し
て
も
安
全
の
確
保
の
た
め
に

受
け
身
の
姿
勢
で
は
な
く
、
避
難
経
路
の

情
報
共
有
を
行
う
と
と
も
に
、
訓
練
の
充

実
や
積
極
的
な
意
見
交
換
や
情
報
の
開
示

を
求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
提

言
す
る
。

　

能
登
町
は
能
登
半
島
地
震
で
震
度
６
強

の
揺
れ
が
観
測
さ
れ
た
。
避
難
所
の
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は
メ
ー
カ
ー
と
協
定
を
結

ん
で
い
る
た
め
、
１
月
16
日
の
段
階
で
必

要
数
を
確
保
し
た
。
情
報
共
有
で
は
、
ス

タ
ー
リ
ン
ク
が
活
躍
し
た
。
現
在
、
９
年

間
の
復
興
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
ク
の
契

約
を
行
っ
た
個
人
に
通
信
契
約
料
金
を
補

助
す
る
仕
組
み
の
構
築
と
、
孤
立
し
や
す

い
離
島
や
半
島
部
の
避
難
所
へ
の
ス
タ
ー

リ
ン
ク
の
用
意
を
提
言
す
る
。

　

高
山
市
で
は
、
交
通
不
便
者
に
対
す
る

移
動
手
段
の
確
保
の
た
め
、
高
山
地
域
で

は
、
幹
線
と
中
心
市
街
地
バ
ス
と
接
続
、

支
所
地
域
で
は
地
域
バ
ス
と
の
接
続
に
よ

り
、
市
域
を
移
動
で
き
る
公
共
交
通
網
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
高
山
市
と
地
理
的
な

相
違
が
あ
る
た
め
、
同
様
の
進
め
方
は
難

し
い
が
、
公
共
交
通
を
本
当
に
必
要
と
す

る
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
事
業
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
、
ま
ず
は
実
態
や
課
題
、

目
指
す
べ
き
姿
等
を
共
有
し
た
上
で
具
体

的
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
提

言
し
た
い
。

　

郡
上
市
で
は
、
合
併
前
の
旧
町
村
の
路

線
を
維
持
し
つ
つ
、
可
能
な
限
り
、
中
心

部
へ
の
直
接
乗
り
入
れ
を
行
い
、
持
続
可

能
な
地
域
交
通
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

郡
上
市
の
地
域
交
通
計
画
は
重
要
計
画

の
位
置
付
け
で
、
一
般
会
計
か
ら
の
支
出

割
合
が
大
き
い
。
今
後
、
高
齢
社
会
の
足

の
確
保
が
最
重
要
で
あ
り
、
本
市
に
お
い

て
も
地
域
交
通
の
取
り
組
み
は
、
他
の
予

算
を
削
っ
て
で
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
業
で
あ
る
。

　

糸
島
市
で
は
、
少
子
化
対
策
と
定
住
を

進
め
る
た
め
、
出
会
い
と
結
婚
を
支
援
す

る
窓
口
を
開
設
し
、
登
録
者
と
面
談
し
、

引
き
合
わ
せ
か
ら
成
婚
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
開
設
し
て
い
な
い
が
、
民
間
企
業
と
も

連
携
を
図
り
、
身
近
な
相
談
窓
口
の
構
築

や
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望

が
か
な
う
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
切
れ
目

の
な
い
支
援
継
続
を
望
む
。

　

下
関
市
で
は
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
伴
走

型
相
談
支
援
体
制
の
強
化
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
多
世
代
で
育

む
こ
と
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
屋
内

拠
点
施
設
の
ふ
く
ふ
く
こ
ど
も
館
を
運
営

し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
課
を
ま
た
い
だ
課
題
解
決
の

た
め
、
関
係
部
署
で
一
丸
と
な
っ
て
、
足

並
み
を
揃
え
る
こ
と
の
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
望
む
。
ま
た
、屋
内
遊
戯
場
と
し
て
、

社
会
教
育
施
設
等
の
活
用
を
望
む
。
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■第４回定例会ライブ中継の視聴回数　　２,２８９回　（令和６年12月３日～12月18日）
■ＹｏｕＴｕｂｅ録画中継の視聴回数　　6,681回　（令和６年10月～12月末）

ＤＡＴＡ 市総人口：132,447人【男：64,279人 / 女：68,168人 / 世帯数：62,480世帯（令和６年12月末日現在）】
発行／石巻市議会　　編集／広報広聴委員会　〒986−8501 宮城県石巻市穀町14番１号　☎0225−95−5080� 印刷／㈱鈴木印刷所
再生紙としてリサイクルできます。「ざつがみ」類に分別してください。

議会の内容を知る

YouTube　石巻市議会チャンネル 会議録の検索・閲覧

本会議の模様はインターネット（YouTube）で
生中継やこれまでの録画配信をご覧になれます。

公式な記録である会議録は、市ホームページや
図書館、議会図書室でご覧になれます。

　今回の議会だよりでは令和６年第４回定例会のほかに、各常任委員会の視察報告、議会報告会、議会コンサートの様子など、
盛りだくさんの内容でお伝えいたしました。
　石巻市議会では「総務企画」「環境教育」「保健福祉」「産業建設」４つの所管ごとに常任委員会が存在しており、他の自治体
などの先進的な取り組みを、石巻市における課題解決や施策に反映させるため、毎年10月に行政視察を実施しています。
　現地に赴き、人と人との関わりの中で見えないものが見え、聞くことのできないお話を伺い、視察の重要性を感じたことも少
なくありません。
　視察等により議員としての見識を深め、石巻市のさまざまな取り組みに生かし、より良い地域づくりを目指すため、議員一同
日々努力を重ねて、真摯に取り組んでまいります。
　今後も議会だよりを通じ議会の活動をお伝えしていきますので、ご意見やご感想などがあればお待ちしております。
� 広報広聴委員会　委員　原田　豊

編 集 後 記

※開会時間・日程は変更となる場合があります。

本会議・常任委員会を動画で配信しています
市議会ホームページから
　『市議会YouTube配信（ライブ中継・録画映像）』
� をぜひご視聴ください

本紙面の二次元コードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問や委員会審査の映像をご覧いただくことができます。

次回（令和７年２・３月）の議会定例会（予定）
日 月 火 水 木 金 土
2/9 10 11 12 13 14 15

建国記念の日
13：00
開会

施政方針演説
16 17 18 19 20 21 22

10：00
本会議

施政方針質疑

10：00
本会議

施政方針質疑
23 24 25 26 27 28 3/1

天皇誕生日 振替休日
10：00
本会議

条例案等審議

10：00
本会議

当初予算案審議

10：00
本会議

追加議案審議
3/2 3/3 3/4 3/5 3/6 3/7 3/8

10：00
総務企画委員会

10：00
環境教育委員会

10：00
保健福祉委員会

10：00
産業建設委員会

3/9 3/10 3/11 3/12 3/13 3/14 3/15

みやぎ鎮魂の日
10：00
本会議
一般質問

10：00
本会議
一般質問

10：00
本会議
一般質問

3/16 3/17 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22
10：00
本会議
一般質問

10：00
本会議

一般質問、閉会
春分の日


